
ライオンズクラブ国際協会３３６－Ｂ地区 ２０２２－２０２３年度 地区誌 第３号
【表紙写真】
国立公園 大山（鳥取県大山町）

Lions Clubs
International District 336-B

THE
LION
TIMES
2022.07－2023.06

Vol.03



ライオンズクラブ国際協会３３６－Ｂ地区

第69回 地区年次大会
2023年 4月16日［日］　とりぎん文化会館





　今年度第３回目のTHE LION TIMESの発行にあた
り、ひとことご挨拶させていただきます。
　私が第二副地区ガバナーに就任して以来、ギクシャクし
ていた地区の運営も前平山ガバナーのご尽力もあり、私
が引継いだときには多少のしこりは残ったものの、本来
のライオンズの姿に近づいたと感じられ、振り返ってみれ
ば、あっという間に過ぎ去った1年であったと感じています。
　本年度は、ブライアン・シーハン国際会長のメーッセー
ジ “Together We Can” のもと、○ライオンズの輪を広
げる、○財団の活力を保つ、○奉仕の目標を高く持つ、
○地域社会の代弁者になる以上4つの国際会長優先実施
項目の実現に向け、地区アクティビティスローガンを“地
域に寄り添い 未来に繋げる 新たな挑戦”として、やがて
収まるであろうコロナ感染症の次を見据え、地区の重点
取組み目標を○今年度よりスタートしたGMAを成功させ、
会員の増強と地区の活性化を図る、○新しい奉仕の発見、
拡充によるクラブの活性化を図る、○LCIFの継続的な支
援、○楽しいクラブづくりとして活動して参りました。
　この中でも本年度、特に力を入れて取組むべき目標で
ありました会員増強とLCIFへの支援については、ご存
知の通り、満足の行く結果とはなりませんでした。
　会員増強につきましては、地区の活性化を図り、奉仕
の輪を広げるためにも、ここ6年間続いておりました、年
間150名におよぶ会員減少に歯止めをかけ、なんとか30
名の会員増強を目指しました。その結果、多くのクラブ
の皆様にご理解を頂き前向きに取組んで頂きましたもの
の、現状の推移を申し上げますと、期首会員数2,461名
に対し、４月末現在2,460名で、差引き１名の減少となっ
ており会員減少傾向に多少は歯止めが掛かったのではと
思われますが、例年、期末に向けて退会者が増加する傾
向があり、今後さらなる努力が必要となります。
　もう一つ、LCIFへの献金についてでありますが、キャ
ンペーン100は昨年終了しましたものの、あらゆる分野で
国際規模の支援活動は続いており、私たちが国際協会の

会員である以上、世界にむけて活動しているLCIFへ支援
する事は大きな奉仕の一環であると思います。そのよう
な中、今年度は、地区全体で20万＄の献金目標に対し、
大幅に下回りそうな状況で推移しており、達成率は全国
35の準地区の中で最下位となっています。LCIFへの献
金が皆様にご理解いただけなかったことに対し、私の努
力不足を大いに反省し、大変申し訳なく思っております。
　さて、本年度は2019年度より蔓延しましたコロナウイ
ルス感染症の第7波、そして第８波の影響もあり、昨年、
一昨年とまでは行かないまでも、私たちの活動に少なか
らず影響がありました。その様な中、皆様のご協力により、
公式訪問や、周年事業、そして研修会、各種会議などの
計画した事業、そして締めくくりの年次大会も滞りなく実
施できたと思います。
皆様の献身的なご協力に感謝申し上げたいと思います。
　さて、もう一つ、目標に掲げていたのが、“楽しいクラ
ブづくり”であります。
それを実践すべく、“調和と融合  明るく  楽しく  元気よく”
をガバナースローガンとして取組んで参りました。
ここ数年来、続いておりました不協和音に終止符を打ち、
前に向かった進むこと、それこそが私たちが結束を深め、
次の世代に明るく・楽しいライオンズを引継ぐためには重
要であるとの思いでありました。
結果として、完全とはなかなか参りませんでしたが、ある
程度のケジメがついたのではないかと思っており、関係
者の皆様には、何かと不愉快な思いをさせたとは思いま
すが、これでなんとか、良い形で次の藤井ガバナーに繋
げていけるのではないかと思っております。
　最後になりましたが、この1年間ご指導いただきました
書先輩、献身的にご協力いただきましたキャビネットの
皆様、年次大会の運営にご協力頂いた皆様、そして地区
すべての会員の皆様に感謝申し上げ挨拶とさせていただ
きます。
　ありがとうございました。

2０２２－２０２３年度
３３６－Ｂ地区ガバナー

西尾   愼一

New District 336-B

Governor's Message

LCIF地区コーディネーター

Nishio Shinichi

７Ｒ－１Ｚ
鳥取ライオンズクラブ
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上原　正樹
2R－1Z
岡山西ライオンズクラブ

藤井　信英
1R－3Z
岡山みらいライオンズクラブ

第一副地区ガバナー

第二副地区ガバナー

地区役員退任挨拶

　早いもので第一副地区ガバナーに信任され 1
年が経ちました。コロナウイルスもやっと落ち着
きだし、通常の社会生活が戻ってきましたが、
今年度も中々思うような活動が出来なかった一
年であったと思います。ウイズコロナの時代と
なった今、我々は次の新しい時代のスタートを
迎えるにあたり、まずは、既存クラブの再構築
と新しい奉仕の人材を迎え入れる事が重要課
題となるでしょう。数字合わせの会員増強では
無く、未来に繋がる若い力と発想力が、今後

のライオンズクラブの発展を左右する重要なカ
ギとなるでしょう。
　今期は、西尾ガバナーと次世代を見据えた
キャビネット運営に力をいれ、規定策定委員会
を新たに立ち上げ、より良い３３６－Ｂ地区にな
るよう地区としても変化をしている途中でありま
す。来年度は、地区ガバナーとして、皆様方の
リーダーとして、恥じない行動と若手のリーダ－
発掘に向けて尽力して参る所存ですので、何
卒宜しくお願い致します。
　時代は、様々な事が変化しています。ライオ
ンズクラブもその変化に対応しながら、新しい
斬新なキャビネット運営、クラブ運営をしていく
事が、これからのテーマとなるでしょう。
　あっという間の一年でしたが、皆様方のご協
力でこの役を無事終えられた事を感謝申し上げ
まして、退任のご挨拶とさせて頂きます。

　今期一年間、第二副地区ガバナーとして３３６
－Ｂ地区活動において少しでもお役に立ちたい
との一心で取り組んでまいりました。就任当初
は慣れない職務内容から、ご迷惑をおかけした
こともあったと思いますが、西尾ガバナー、藤
井第一副地区ガバナーにご指導いただきなが
ら共に手を携え、誠実に真剣に取り組んでまい
りました。まだまだ課題はありますが、素晴らし

い一年になったのではないかと思っています。
併せて、皆様方の温かいご支援のおかげにて、
来期は第一副地区ガバナーとしてご指名を賜り
ました。改めて心身を引き締めて、ますますの
精進を重ね、メンバー皆様方がより良い環境で
楽しい活動ができるよう、今期の経験をもとに
様々な取り組みを行っていきたいと考えておりま
す。
　私たちの目標は、３３６－Ｂ地区全体の発展
に貢献することであり、そのためには皆様方
の手厚いサポートが必要不可欠だと考えており
ます。
　その中でも重要な課題として挙げられる事項
の一つに「会員増強」があります。これは、
組織と活動の強化において必須項目であり、
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地区役員退任挨拶

　今期キャビネット幹事を務めさせて頂きまし
た。いなばライオンズクラブの池田です。
　今期はガバナー公式訪問から始まり、周年研
修など多くの会員の皆様との出会いがあり、
大変勉強をさせて頂きありがとうございました。
地区が楽しく元気になれる様、西尾ガバナーと
足並を揃えて行うよう努力し、出来たこと出来
なかった事もありましたが、あっという間の一年
であり皆様のあたたかい応援もあり大きな問題
もなく終えられた事、心より感謝します。

　幹事としての任期は終わりましたが、この地
区が良くなります様、微力ながらこれからも精
進して参りたいと思います。
ありがとうございました。

池田　康利
7R－1Z
鳥取いなばライオンズクラブ

キャビネット幹事

今後も重点的に取り組む必要があります。その
ためには現メンバーがライオンズクラブについ
て十分に理解し、お互いを思いやりながら協力
しあって取り組むことこそが重要だと考えます。
ライオンズクラブ活動の意義や歴史、そして社
会的使命を学ぶ機会を創出することで、メン
バーの意識が一層高まり、より効果的な会員増
強につながるのではないでしょうか。
　また、皆様方もご周知のとおり、私達ライオ
ンズクラブの存在意義とは地域社会との連携を
強化することであり、地区全体の発展への貢
献を目指しています。
　３３６－Ｂ地区のメンバーと地域社会とのコ
ミュニケーションをより一層深め、ライオンズク
ラブの活動が地域社会にさらに深く浸透し、次
なる時代での『奉仕活動』を創成し、実施し、

邁進できるよう、お力添えをお願いいたします。
　禅語に「直心是道場（じきしんこれどうじょう）」
というものがあります。これは “ どんな場所で
あっても自分が誠意を持って真っ直ぐな心（直
心）で取り組むことで自分を成長させることが
できる ” という意味です。転じて、 “ 派手なこと
や変わったことでなくても、ただ自分のやるべ
きことに向かって真摯に取り組むことが重要だ ” 
と私は私なりに理解しており、この言葉を常に
心に置いて、挑戦と努力を続け、今後ますます
の自己成長を目指してまいります。そして引き続
き皆様方と固い絆を結び、地区をより良くする
ために全力を尽くす覚悟を持って、次年度第一
副地区ガバナーとしての大任をまっとうする所存
です。今後ともより一層のご高配を賜りますよう、
何卒よろしくお願いします。
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　コロナに始まりコロナに苦しめられた近年の
ライオン活動その中でキャビネット会計を仰せつ
かり役不足と思いながら、これも会員の責務で
あると考えて引きうけました。
　しかし、会員の皆様の協力なくしては何もで
きなかったと感じている今日この頃です。事務
局の皆さまに於かれましては不出来なキャビネッ
ト会計を温かく見守って頂き本当に有難うござ
いました。

　前年度以前の会計処理問題は担当者に一任
した形になっております。担当が一年で変わり
ますので、数年で考える部門も必要なのかと考
えております。
　ガバナーを初め各役員の皆様本当にお疲れ
様でした。
　この経験を今後のライオン活動の肥やしにし
たいと考えております。
　会員皆様のご繁栄と各クラブの益々の発展
を祈念しております。
　一年間本当にありがとうございました。

杉浦   為佐夫
7R－1Z
鳥取ライオンズクラブ

キャビネット会計

キャビネットカウンセラー

　今期で計３度目のキャビネットカウンセラーの
役をどうにか無事に終えることが出来ました。
２０１８～２０１９年度にお受けしたのが１回目、
７月早々に真備町の震災もあり苦難の一年でし
たが、むしろその後の２年間、３３６－Ｂ地区は
大変な困惑の時代にのめりこんでしまいました。
献眼登録を全国に呼び掛け本人が登録第一号
となった原　勝巳初代ガバナー、そして実際の
献眼者となった当時の三木県知事、その頃の
３３６－Ｂ地区のメンバーは誇りに胸を張ってい

たでしょう。その誇りを地区に取り戻すために
就任された平山元ガバナーに乞われ、２回目
のカウンセラーになりました。ギリギリまで立て
直しに大変な一年でしたが、どうにか明るい光
が見えかけ、西尾ガバナーより３回目をお受け
しました。
　今、冷静に周囲を見回してみて、お世辞にも
活気に満ちてメンバー全員が誇りをもって行動し
ているようには見えません。諸先輩方が描いて
きた気持ちに思いを馳せ、あの頃の誇りを取り
戻し、輝かしい３３６－Ｂ地区に生まれ変わらせ
るために、この度第二副地区ガバナーに立候
補させていただきました。
どうぞよろしくお願いします。

榎本　　明
6R－2Z
総社雪舟ライオンズクラブ

DISTRICT OFFICER
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　コロナ禍が終息する気配もない中でのスタートでし
たがＧＭＴコーディネーターとして委員会メンバーと
新会員２３０人、退会者２００名以下、６年ぶりの会
員純増３０名を目指して参りました。
　まずその為にＧＭＡ（グローバルメンバーシップア
プローチ）の実践で各クラブの強み・弱み・機会・
脅威といったＳＷＯＴ分析を実施していただき、１月
には大阪から川野講師によるＧＭＡセミナー・３月に
は広島から高田講師による会員増強・退会防止セミ
ナーを開催いたしました。
　また来期に向けてキャビネット会議にてご承認をい
ただきました会員増強・退会防止・リーダーシップ向
上の為に、クラブ・地区を越えた横の繋がりも出来
るように、５５歳以下位の若手会員を中心とした活動
をする未来ビジョン委員会を開設準備も行なってまい
りました。
　会員増強はすぐに結果の出る事ではないかもしれ
ません。今期始めたことはたった一歩かもしれません
が、その活動がクラブ内そしてノンライオンに伝わっ
ていき、ライオンズクラブを周知することがで会員増
強に繋がっていけばいいと願います。
　来期も引き続きＧＭＴコーディネーターの役を仰せ
つかっております。今期の活動が来期に繋がり、会
員増強の結果が伴うように引き続き頑張っていきたい
と思います。
　ご協力いただきました皆様に心から感謝申し上げ
ます。１年間ありがとうございました。

　この度のＳＣＰ／ＦＷＴ委員長・ＳＣＰ／ＦＷＴコー
ディネーターの退任にあたり、一年間ＳＣＰ／ＦＷＴ
の活動にご理解ご協力いただきありがとうございま
した。
　どのクラブも同じように、今期もコロナ禍でいまま
でと同じような活動がまだまだできなくて、皆様ご苦
労されておりました。
　そんな中でもＦＷＴの「ヘアードネーション」「子ど
もみらい古本募金」を継続事業でされているクラブ
はもちろん、コロナ禍だからこそ新たに始めてみよう
としてくださるクラブもあり、本当に感謝しております。
　ＦＷＴの活動はＧＭＴ会員増強と共にあります。い
ま始めたことはたった一歩かもしれませんが、その活
動がクラブ内そしてノンライオンに伝わっていき、ライ
オンズクラブを周知することができ、そして会員増強
に繋がっていけばいいと願いながら活動のご協力を
伝えて参りました。その想いが少しでも広がればいい
と考えています。
　各クラブのスタイルで、やりやすい形で始めてくだ
されば幸いです。
　これからのライオンズクラブが明るいものになるこ
とを心より祈っています。

ＧＭＴ
地区コーディネーター

SCP・FWT
地区コーディネーター

難波　　進 斉藤　由香
2R－1Z
岡山あげはライオンズクラブ

1R－3Z
岡山みらいライオンズクラブ

地区GMT／SCP・FWT委員会

地区委員会退任挨拶

大森後籐治
（西大寺）

小田圭一
（倉敷）

林田民雄
（津山さくら）

吉野恭介
（鳥取千代）

犬養　徹
（岡山せとうち）

小野義則
（金光）

三宅雅己
（玉野渋川）

角　昌夫
（米子）
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DISTRICT COMMITTEE

　今期のＧＬＴ委員会といたしましては、地区アクティ
ビティスローガン「地域に寄り添い　未来に繋げる
新たな挑戦」を継承、実践していくために、数年コ
ロナ禍にあって出来なかった研修会をリアルに拘って
開催させていただきました。
　コロナ感染の再拡大で研修会に参加していただく
ことも難しい状況にはなりましたが、皆様のご協力の
お陰で「次世代リーダーシップ研修会」「新会員研
修会」ともに多くのメンバーでリアル開催することが
できました。
　この各種研修会の内容は、ＧＭＴ・ＦＷＴ・ＧＳＴ
の各委員会が開催した「ＧＭＡセミナー」、「会員増
強・退会防止セミナー」もあわせて、ライオンズ国
際協会ホームページ内（会員ポータルサイト）、ライ
オンズ学習センターのＬｅａｒｎで開催案内報告と完了
報告をさせていただいておりますので、ご確認くださ
い。
　ライオンズ学習センターの活用に関しては、まだま
だメンバーへの周知が足りていないので、「リーダー
シップスキルを高める機会の提供」履修コースの案
内や学習センター内の様々な研修会等を各クラブや
メンバーに活用していただけるように、周知に取り組
んで参りたいと思います。
　今期のＧＬＴ委員会の活動を通して、これまでの
培ってきた歴史と実績を鑑み、検証し、新たな挑戦
をしていくことが次世代のライオンズクラブに繋がる
ものと確信いたします。皆様の多大なるご協力をい
ただきましたこと大変感謝申し上げます。

　ＧＳＴ地区コーディネーター・ＧＭＡチームリーダー
の１年を振り返って、
１．MyLion の入力については、殆どのクラブが使

えるようになり、大きな問題がなくなりました。
２．献血事業もコロナが下火になり、概ね以前に戻

りましたので、引き続き継続事業として取り組んで
頂きたいと思います。検眼に関しては、取り組ま
れているクラブが少ないため、発信を継続して行
くよう引き継ぎます。

３．糖尿病予防講演会は、６月１１日鳥取、６月２４
日米子で開催予定です。

４．ＬＣＩＦ献金については、最後まで目標到達せず
残念な結果となりました。半数近くのクラブが１人
１００ドル献金が出来なかったため、次期コーディ
ネーターに申し送りを致します。トルコ地震に対す
る緊急援助資金は、素早対応を頂き感謝いたしま
す。

５．日本ライオンズの７０周年記念事業（海ごみ・川
ごみ清掃活動）には多くのクラブに参加いただき
御礼申し上げます。
　また、ＨＯＹＡ株式会社・ライオンズクラブパー
トナーシップによる眼鏡リサイクル事業も今期２８５
本を３３２Ｃ地区眼鏡リサイクルセンターへお届け
できました。

　ライオンズ事業を通じての会員拡大、会員満足度
向上が道半ばでしたが、若手を中心とした活動も少
しづつ増えてきております。力不足の点が多々ござい
ましたが、次期コーディネーターへ今期の活動報告
と共にバトンを渡していきます。
　一年間、皆様のご協力を心より感謝申し上げます。

GLT
地区コーディネーター

GST
地区コーディネーター

髙尾　佳孝 岡嶋　正和
8R－2Z
境港ライオンズクラブ

2R－1Z
岡山あげはライオンズクラブ

地区ＧＬＴ委員会 地区ＧＳＴ委員会

藤原利幸
（吉永）

妹尾隆弘
（岡山東）

山根卓夫
（真庭）

武政信人
（倉敷西）

浅野裕三
（倉敷中央）

鳴本哲矢
（笠岡東）

深田　孝
（倉吉）

松本善文
（境港）

杉山幸男
（和気）

大森　潤
（倉敷東）

国政　省
（津山）

阪本茂一
（倉吉打吹）

北山和憲
（岡山操山）

冨谷公男
（新見）

三澤敏幸
（児島鷲羽）

浦川英敏
（境港美保）
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　２０２２年－２０２３年西尾ガバナーの下ＭＣ委員長
（メディアコミニュケーション）を拝命しました４Ｒ－１
Ｚ玉野ライオンズクラブより出向しています住吉孝文
です。
　ＭＣ委員長２年目となり、２０１９年１２月頃より日
本もコロナ禍により、時代の変化が急激に変わり、
感染拡大防止策として三密を避けるため、集団での
行動・活動、不要不急の外出自粛や企業への休業
要請などにより日本経済、社会に大きな影響を与え
ていますライオンズクラブにおいてもすべての事業を
見直ししなければならなくなりました。
　今期に入り、幾分かはコロナも和らいだかに見え
ますが、早くの終息を願ってます。
　又、ウクライナ戦争・トルコ地震・ＷＢＣ日本優勝
等色々ありました。
　今期のＭＣ委員会の活動報告とは次の通り報告し
ます。

〇地区誌の３回発行予定
すでに第２回まで発行済、現在第３回の発行。

〇キャビネットホームページの随時更新
　ＭＣ委員会では、各クラブのアクティビティ・委員
会活動・各種事業活動・新メンバー紹介等を情報
発信する為にホームページ・フェイスブックへのアッ
プと年３回発行の地区誌への掲載を、行いました。
毎回各クラブからのアクティビティ・活動報告等寄稿
大変ありがとうございました。
　今回コロナ過ということもあり、集まっての委員会
はできませんでした。メール・携帯での連絡に終始
しましたが、各委員メンバーの皆さんからの情報を頂
き、何とか終えることが出来ました。ＭＣ委員会メン
バーの皆様有難うございました。心から感謝申し上
げます。
　１年間ご協力有難うございました We Serve

　アラート委員会の活動に際し、多くのクラブ、メン
バーからご協力いただき感謝申し上げます。
今期は、地区アラートの体制強化ならびに他団体と
の連携推進を柱に、活動を行って参りました。
　体制強化では、災害時の支援や組織体制、アラー
トの普及活動等を定める活動規定の策定、クラブア
ラートの中心を担うアラート委員長・副委員長は７９
クラブにおいて選任、災害時の支援活動等を行うア
ラートチームメンバーは３６３名の方に登録をいただ
きました。また、複合地区主催のアラートセミナーへ
の参加等を含め、前期以上に体制強化が図られた
と感じています。
　次に、他団体との連携推進では、前期に引き続き、
市町村の社会福祉協議会と「災害時におけるボラン
ティア支援に関する協定」締結を推進して参りました。
今期は瀬戸内市社協、井原市社協と協定の締結を
行うことが出来ました。
　災害はいつ、どこで起こるか分かりません。今後
もライオンズクラブとして出来る備えを進めて参りま
す。引き続き、アラート委員会へのご協力よろしくお
願い致します。

MC委員長 アラート委員長

住吉　孝文 川本   浩一郎
4R－1Z
玉野ライオンズクラブ

2R－1Z
岡山みらいライオンズクラブ

ＭＣ委員会 アラート委員会

地区委員会退任挨拶

石上昌弘
（岡山）

岩田芳典
（岡山パール）

小野和夫
（高梁）

山野豊久
（矢掛）

緒形　尚
（湯原）

角　正夫
（米子城山）

大橋精司
（倉敷南）

信原好貴
（岡山ひかり）

山口　博
（倉吉北）

永見　仁
（米子錦）

武本　堅
（倉敷真備）
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DISTRICT COMMITTEE

　ＹＣＥ／青少年健全育成委員長を拝命し西尾ガバ
ナーの下、一年間務めてまいりました。皆様には大
変お世話になりました。本年度もコロナウィルス感染
症な影響を受け、様々なことに制約がかかりました。
当委員会は、青少年育成事業の「国際平和ポスター・
作文コンテスト」の開催を行うことができました。多
くの皆様にご参加いただき平和への架け橋となりま
した。作文の申し込みはありませんでしたが、ポスター
につきましては応募作品１４４点の中から最優秀賞１
点・優秀賞６点・佳作１１点を選出いたしました。ど
の作品にも平和への思いを感じ取ることができまし
た。お預かりした全作品は鳥取・岡山の両県で一般
展示させていただきました。
　次に「薬物乱用防止教育認定講師養成講座」の
開催を鳥取地区・岡山地区で開催しました。より多く
の会員の皆様に参加していただきたいという思いか
ら、両県での開催となりました。財団の方をはじめ、
県警本部、福祉保健部の講師の方に専門的な講座
をお話ししていただき、そして薬物乱用防止教育認
定講師（ライオンメンバー）の方に実践講座を行っ
ていただきました。これよりも青少年に向けた大切さ
活動として行っていきます。
　最後にＹＣＥ関係につきましては、一年間通じてＹ
ＣＥ生の派遣受入れがコロナウィルス感染症の影響
により実現できませんでした。早くにＹＣＥ生の受入
れが普通に行われるようになり、国際交流の場が再
開されることを望みます。委員の皆様をはじめ、大
変お世話になりました。一年間有難うございました。

　「未来に繋ごうライオンズの輪　鳥取の地から」の
年次大会スローガンの下、第６９回地区年次大会を
開催することが出来ました。会員の皆様には多数の
御参加いただき開催できました事感謝を申し上げま
す。
　５月１１日には大会実行委員会が開催され大会の
総括と会議後の懇親会が行われました。
　記念ゴルフ大会・前夜祭・大会式典など各担当
部会長の皆さんが大きなミスもなく概ね計画通りに出
来たとの報告がありましたが小さなミスの報告もあり
不快な思いをされた方に置かれましては経験不足と
いうことで御厚情を賜りますよう願っております。
　最後になりますが地区年次大会を担当したことで７
Ｒでの輪を感じることが出来たこと、そして各クラブ
の活性化に繋がる大会になったと思っています。皆
様のご協力に深く感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。

ＹＣＥ担当委員長・
青少年健全育成委員長 地区年次大会委員長

江原　　忍 岡田   幸一郎
7R－1Z
鳥取中央ライオンズクラブ

7R－1Z
鳥取ライオンズクラブ

ＹＣＥ／青少年健全育成委員会 地区年次大会委員会

山田正幸
（岡山城東）

坪井一廣
（倉敷阿知）

豊福康子
（津山衆楽）

入江　誠
（湯梨浜みらい）

土師健嗣
（岡山マスカット）

加藤卓司
（総社）

守本良介
（倉敷水島）
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　新型コロナが２類から５類に移行するこの期に、ゾーン・
チェアパーソンを努めさせていただいたことに深い使命を
感じております。
　コロナ禍にあって従来からのアクティビティを中止せざる
を得ない状況が続き、その上例会・理事会も自由に開催
できない中で、私たちライオンズクラブの活動を今一度見
つめ直す時期であったように思います。社会生活を大きく
変化し、それに伴って地域ニーズも変化しています。
　コロナ以前に行われていたゾーン合同アクティビティや、
ゾーン内会長・幹事会、ゾーン合同例会、他クラブへの
相互訪問など、３３６－Ｂ地区ガバナー・スローガンにある

「明るく・楽しく・元気よく」のライオンズクラブを目指し再
出発の年となればと思います。

　１Ｒ・３Ｚのゾーン・チェアパーソンを仰せつかり早いも
ので任期も残り僅かとなってしまいました。
　会員の皆様方には何かとお世話になり、誠に有難うご
ざいました。新型コロナの影響でクラブの活動も制約を受
け合同アクトもクラブ間の交流もできないまま一年が経過し
てしまい本当に残念に思っております。
　今期末で１Ｒ－３Ｚ　３クラブはゾーン再編となります。ま
た、コロナも２類から５類になり以前のようなライオンズ活
動も復活するなか来期は１Ｒより藤井信秀ガバナーが誕生
します。どうぞ皆さん共に暖かいご支援・ご協力をお願い
致します。
　最後になりますが、３３６－Ｂ地区の益々のご繁栄と１Ｒ
の各クラブの更なるご発展、会員の皆様方のご健勝とご
多幸を心よりお祈り申し上げ、甚だ簡単ではございますが
退任のご挨拶とさせて頂きます。

　ＺＣとして勉強不足、力不足、を感じた１年であった。
ただこの１年ＺＣとしてお世話になった皆さんに紙面をお借
りしてお礼を申し上げる。
　自分のＺＣとしての役割を棚に上げて勝手なことを言っ
ている自覚はあるが、最後に諮問会議に以下の気になる
点が見受けられたので次年度の参考にしていただきたい。

①会員増強の諮問に偏っている事 
②諮問書式がガバナーによってある年と無い年がある事
③キャビネットへの報告書が無い事 
④報告要請そのものがキャビネットから無い事（２０１４

年ころには報告様式：ＤＭ－ＺＣＭ .ＪＡ２０１１年１１
月０３日改訂があったらしいが、その内容は毎回報告
しなくてはならないものではないし、いつの時点から
報告要請が無くなったかは不明）

　コロナ禍の中で、活動が制限された年でした。それまで
は都会を中心とした禍であったのが、我々の近隣あるいは
家族や会社の人々が罹患してしまい、社会全体に与えた損
失は、諮りかねないものと痛感させられました。
　にも関わらずライオンズ活動は、地道に然も精力的にな
されたのが印象に残りました。我々のゾーンではガバナー
公式訪問も急遽中止され、関係者各位にご迷惑をおかけし
たことは、甚だ残念に思っております。然しながら、キャビネッ
ト主催の諸々の行事は滞りなく遂行された事は、関係者皆
様の努力に唯々感服する次第です。昨年１０月７日に行わ
れたアラートセミナーに参加させて頂きましたが、複合地区
はもとより全国からの参加があったことには、驚愕しました。
そこで私たちの災害に対する認識不足を改めて痛感させ
られました。コロナ禍どころではなく日本の存亡に関わる事
として、準備をしておく必要性を学びました事は、大変貴重
な体験でした。
　来期は、規制も緩和されて、ライオンズがより一層活発化
されますことを祈念します。皆様方のご活躍を期待申し上げ
ます。

山下　耀広

安井 　要

港　 定明

則次　春賢

（岡山後楽）

（岡山吉備）

（邑久）

（備前）

ゾーン・チェアパーソン

ゾーン・チェアパーソン

ゾーン・チェアパーソン

ゾーン・チェアパーソン

1R-1Z

1R-3Z

1R-2Z

1R-4Z

ゾーン・チェアパーソン退任挨拶
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　コロナ感染が少しずつ収束しつつあった昨年７月に２Ｒ１
Ｚのゾーン・チェアパーソンに就任させて頂き、この一年間、
各クラブ会長・幹事各位はじめメンバー皆様方の多大な
ご協力を賜りました。無事にこの役を務めあげることが出
来ましたこと、心より感謝申し上げます。
　ガバナー諮問委員会も中止することなく第４回まで全て
開催することができ、ホッとしているところです。期首７月
当初は、“ ゾーン・チェアパーソン ” という重要な役職を
本当にやり遂げられるかとても不安でしたが、そんな事を
考えている余裕もなく、ガバナー公式訪問が始まり、あっ
という間に第４回ガバナー諮問委員会が終わり、スタート
からゴールまで常にダッシュ！ダッシュ！でした。そんな状態
の中で至らぬ面も多分にあったこと、大変申し訳なく、こ
の場を借りてお詫びいたします。
　今期２リジョンは、１ゾーン、２ゾーンとも女性のＺＣでし
たので、お互いに気遣いながら強力な関係を築くことがで
きました。そして、ゾーンの壁を超えて多くの方々とのご縁
もいただき、これから先のライオンズライフが、更に楽しく
なっていくことと期待しています。
　最後になりましたが、会員、役員の皆様のご健康とご
多幸を心からお祈りして、退任のご挨拶とさせて頂きます。
この１年間本当にお世話になりました。感謝。

　今期２Ｒ－２Ｚ  リーダー・ゾーン・チェパーソンの役割をちゃん
と果たしたのだろうかと自問自答してみる中で、今期の１Ｚ・２Ｚ
のゾーンチェアパーソンは、奇しくも女性二人で務めることとな
り、１Ｚゾーン・チェアパーソン 有本みどりさんと今期の方向性に
ついて相談し、最近のライオンズクラブメンバーの激減、退会者
の続出等、会員増強が喫緊の課題ではないかと、意見が一致
し、今期は、１Ｚ・２Ｚの「若手による会員増強の為のニューアク
ティビティ」の開催に向けて各クラブへ提案・実施を呼びかける
事としました。
　《趣旨説明》として、『今までのライオンズクラブのイメージは、

「お金持ちが、いろいろな施設に寄付をする団体」・「ライオンズ
クラブの人って偉そうな人が多い」等々、実際のライオンズクラ
ブの活動を勘違いしている人たちが多い！ そこで、ライオンズク
ラブのイメージチェンジを図り、若手が考える奉仕活動の中で、
いろいろな人とふれ合い仲間意識を強めていき、ライオンズクラ
ブ活動は、楽しいと思えることが、「会員増強」並びに「会員維
持」につながると考えます。
　今期は、１Ｚ・２Ｚの各クラブの若手メンバーが集まり、ほぼ全
員一致で「ファジアーノ岡山のホームゲームを観に行こう！！」に
決定しました。
　このイベント（アクト）を利用して、家族ぐるみで参加してもらい、
奥さんにも子供たちにも「ライオンズクラブ」は楽しいことをしてく
れるんだ！と言うイメージを持ってもらい、最近の「ライオンズクラ
ブは昔と違うんだネ！お父さん！」「お父さんもライオンズクラブで
活動してみたら？」と言ってもらえる様に継続的なアクトを続ける
ことが「若手の会員増強・維持」につながればと考えました。』
　この趣旨に賛同を頂いた若手メンバー（主に３０代・４０代・５０
代）で「実行委員会」を立ち上げて頂き、開催日を５月３日(水・祝
日)（子供たちが参加しやすく、ファジアーノ岡山のホームゲーム
の日であることから）実行委員会で決定となりました。
　開催日まで、日にちのない中、実行委員会の委員長を引き受
て頂いた、岡山ひかりＬＣ、Ｌ成本こうじ氏、ファジアーノ岡山との
交渉役を引受て頂いた、岡山せとうちＬＣ、Ｌ橋本正広氏、ファジ
アーノ岡山参加チラシ・各集計表等の作成にご尽力を頂いた、
次期２ＺゾーンチェアパーソンＬ川原賢氏などなど、名前を上げ
れば紙面が足りないですが、たくさんの１Ｚ・２Ｚの各若手メン
バーの方々の素早い行動で、今期の「若手メンバーによるファジ
アーノ岡山観戦ツアー」は、大成功で終了することができました。
　しかし、１Ｚ・２Ｚすべてのクラブ参加とならなかったことは、今
期ゾーンチェアパーソンをお引き受けした私たち二人の責任と重
く受け止めております。
　ただ、第１回「若手による会員増強の為のニューアクティビ
ティ」実行委員会の委員長を引き受て頂いた、岡山ひかりＬＣの
Ｌ成本こうじ氏の実行力と責任感と統率力には、心から感服し、
感謝しております。
そして、１Ｚ・２Ｚの若手メンバーの素晴らしい活動（行動）に感動
しました。
　最後に、「若手による会員増強の為のニューアクティビティ」
は、今期が第１回目でございます。「会員増強」・「会員維持」等の
推進の為にも、来期以降も前向きに継続アクトとして、取り組んで
頂きます様心からお願い申し上げます。

有本みどり 岡田 アキ恵
（岡山ハーモニー） （岡山京山）

ゾーン・チェアパーソン ゾーン・チェアパーソン

2R-1Z 2R-2Z

ZONE CHAIRPERSON
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　２０２２〜２０２３年度・３３６－Ｂ地区４Ｒ１Ｚ－ＺＣを拝命
いたしまして早いもので任期も終わりまして、振り返って見
ますと地区ガバナー諮問委員会での課題の大半は会員減
少及びクラブ数の減少そして高齢化による例会の出席率
の低下等この事について今後どの様に対応して行くべき
か、キャビネット会議ではそれを止める施策として GMT（会
員増強） GLT （指導力育成） GST （奉仕） 等それらの方法
として SWOT 分析、弱み （克服）・ 強み （生かして使う）・
機会チャンス（機会を利用する）脅威（影響力を最小限に）
こう言った取り組みをしながら会員増強に繋げて行く。ま
た、現代は様々な奉仕団体が増えております。
　他団体との活動交流も含めて協力して行くのも一つの方
法だと思われます。皆様方の御協力のおかげを持ちまして
無事終了することが出来ました。これからも一生懸命精進
いたしますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上
げます。

　準備万端整え、張り切っていた矢先、岡山県に「ＢＡ５対策
強化宣言」が発令され、地区ガバナー公式訪問懇談会並びに
第１回諮問委員会をやむなく中止する事になり、波乱万丈の
幕開けとなった１年でした。
　キャビネット予備会議、第１回キャビネット会議と「うわ～、ガ
バナー大変だ」、西尾地区ガバナーの方針である「明るく、楽
しく、元気よくワンチームになる」その手助けをしっかりすると
共に、３３６－Ｂ地区４Ｒ－２Ｚの全クラブが会員を増やして期
末を迎えられるよう頑張る。その一念で「次期会長・幹事会」

「クラブ訪問」「諮問委員会」等、全力投球しました。
　第２回地区ガバナー諮問委員会には、西尾地区ガバナー、
上原副地区ガバナー、松岡キャビネット副幹事をお迎えして会
員増強について、また第３回諮問委員会では、近藤倉敷水島
ＬＣ副会長に「合同アクト」について、山本倉敷西ＬＣ幹事に

「クラブ支部設立」について講演をしていただきました。会員
増強！会員増強！の１年でした。その甲斐あってかどうか分か
りませんが、この原稿を書いている段階では、全クラブ会員
増で期末を迎えられそうです。
　キャビネットの皆様、４クラブの会長の皆様に心よりお礼申
し上げます。楽しい１年、ありがとうございました。

楠本 新太郎 丸川　秀雄
（倉敷王子） （玉島）

ゾーン・チェアパーソン ゾーン・チェアパーソン

4R-1Z 4R-2Z

　Z.C. としてこの 1 年間お世話になりありがとうございま
した。
　特に 1Z( 在津 5L.C.) のメンバーの方には色々な事柄
に対し適切なアドバイスとお力添えをして頂きましてお陰様
で何とか役を務めることが出来ました。感謝を申し上げま
す。
　在任中の半年程はコロナ禍の為に L.C. 例会訪問が 2
つの L.C.しか出来なく、残念な思いでしたが、会長幹事
会には総て出席をさせて頂き結果的には間近で話をして
率直な意見交換を重ねられ、互いの信頼関係が深まり仲
間意識が強くなった有意義な会議になりました。
　今後はコロナの規制緩和も徐々に進み以前の様な社会
生活に戻って L.C. の活動も一緒に行える日々が必ず来る
と思います。その日の為に皆で会員増強を計り奉仕の輪
を広げましょう。
　一年間本当にありがとうございました。

　この度３R－２ZZCを退任いたします、真庭旭ライオンズク
ラブの髙井と申します。任期を終え皆様方へ一言お礼申し
上げます。
　昨年７月に就任以来、西尾地区ガバナー様を始めとする
執行部の皆様の手厚い御指導や真庭市内の５クラブの会
員の皆様方に支えられ、どうにかZCの重責を務めることが
できました。この場をお借りし厚く御礼申し上げます。
　さて、３R－２Zは会員の大多数が真庭市在住ということ
もあって、その絆は強く何事にも協力的で、合同アクティビ
ティにも積極的な取り組みをいただきました。特に、蒜山
ホースパークで開催された「乗馬教室」には、たくさんの親
子連れに参加していただき、その模様は、ライオン誌日本
版への掲載や日本ライオンズクラブホームページでの動画
配信等で全国に広報されました。
　また、喫緊の課題であった会員増強につきましては、ゾー
ン5クラブのうち4クラブにおいて目標数に達しており、一部
のクラブでは目標数を上回る成果を上げることができまし
た。諮問委員会での情報交換通じ、各クラブでの危機意識
の共有を前提とした取組に感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

大戸　司朗 髙井　保昌
（津山やよい） （真庭旭）

ゾーン・チェアパーソン ゾーン・チェアパーソン

3R-1Z 3R-2Z

ゾーン・チェアパーソン退任挨拶
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　新型コロナ禍第７派真っただ中で始まった今期ですが、
ガバナー公式訪問、３回の諮問委員会、最終の引継会と
予定していた行事すべて行う事が出来ました。ゾーン内各
クラブの皆様にはゾーン運営において一方ならぬご協力
を頂きありがとうございました。
　各クラブの訪問並びに諮問委員会では、やはり会員の
減少、高齢化が問題となりいろいろな意見を交わしました
が、具体的な対策を策定するには至りませんでした。ＧＭ
Ａ、ＧＥＴと新しい手法や組織ができていますので次年度
へと引き継いで行きたいと思います。
　最後になりましたが、皆様の益々の御活躍、御発展を
お祈りし、微力ではございましたがこのゾーンのお役に立
てるチャンスを私に与えて頂きました事に感謝し、退任の
挨拶とさせていただきます。

　今年度は、５Ｒの１Ｚと２Ｚが合併し１Ｚとして出発した最
初の年でした。
　前半はまだ新型コロナの蔓延が残っており、なかなか活
動ができない状態でした。しかしながら、ガバナー公式訪問、
４回の諮問委員会はなんとか各クラブの会長幹事様のご
協力をいただき開催することができました。
　今年に入って、新型コロナも収縮しはじめ。３月には、
１Ｚ合同アクトの第３６回瀬戸内倉敷ツーデーマーチの甘
酒接待を全９クラブの有志の皆さんのご協力をいただき開
催することができました。
　ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。
　又、５月にはＺＣ杯ゴルフ大会を開催いたしました。各
クラブの親睦もでき大変いい大会になったと思います。
　新型コロナのため満足なアクトはできませんでしたがコ
ロナも第５類になった今、来年度は以前のように楽しいラ
イオンズ活動ができることを祈念いたすとともに、リジョン
内の各クラブの皆様に感謝いたしまして、任期が終了のご
挨拶とさせていただきます。

　６Ｒ－２ＺのＺＣを拝命してから、あと約２か月で終了しま
すが西尾ガバナーを助けて会員増強・退会防止を行ってき
ましたが中々成果が上がらなかったのが現状です。残り２
か月も頑張って会員増強・退会防止に努めていきたいと
思います。各クラブを訪問するとやはり会員の方の年齢が
高くなっており、若い方が入会するのに年齢のギャップが
あり、中々入会にいたらないとの声も多くいただきました。
何らかの解決策を捜しましたがよい答えは中々分かりませ
んでした。今後の課題として考えていかなければいけない
と思いました。また４／２０－４／３０の台湾３００Ｅ－１との
交流式典、地区年次大会参加は大変楽しく、台湾の方の
歓迎には感謝しています。
　最後に１年間支えてくださったクラブメンバー各位にお
礼申し上げます。

片岡　秀憲

武田　賢治

川上　隆司
（井原）

（新倉敷）

（総社雪舟）

ゾーン・チェアパーソン

ゾーン・チェアパーソン

ゾーン・チェアパーソン

6R-1Z

5R-1Z

6R-2Z

ZONE CHAIRPERSON
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ゾーン・チェアパーソン退任挨拶

　３年を迎えたコロナ過の中でキャビネットを初め、各クラ
ブとも知恵を結集しながらの取り組みの中で、ガバナーの
方針をゾーン内の例会訪問で周知するとともに、各クラブ
の活動実態が把握でき、楽しいクラブ活動こそが会員増強
に繋がると強く感じました。
　ライオンズクラブ会員の減少が続く中にあって、以前から
の継続課題である８リジョンの再編課題について、会員減
少傾向に歯止めをかけ各クラブ健全運営に資する手法と
して、ライオンズの誓いの精神を基本として、各クラブで議
論していただき、その結果で結論を得て、各クラブの相互理
解と活動の活性化に向けて取り組みましたが、結論を得る
には至りませんでした。しかし、今後の議論に向けての一歩
になったのではないかと思います。
　何もわからないままでのゾーンチェアパーソンの活動でし
たが、ゾーン内の各クラブの会長さんをはじめ役員の皆さ
んにはご指導とご協力を賜り大変お世話になり有難うござ
いました。今後も持続可能なライオンズクラブ活動に微力な
がら頑張っていきたいと思っております。

　昨年５月、ＺＣ研修会で、ＺＣの名刺を頂いてから、西尾ガ
バナーの思いを少しでも多くのライオンズ会員に伝えられる
よう、８Ｒ全クラブの例会を訪問すること目標としました。１ク
ラブだけは、残念ながら、訪問することは叶いませんでした
が、西尾ガバナーが新しく取り組まれたＧＭＡ活動の意義
や手法について、言葉足らずではありましたが、少しはご理
解いただけたのではないかと思っています。全国で１年間
に約４５００名余の会員の減少が続いている現状を鑑みた
時、ライオンズクラブの組織そのものの維持存続が危ぶま
れる危機的状況と言っても過言ではありません。
　この１年間は、各クラブ会員としっかりと意思疎通を図り、
８Ｒ全体で微増ではありますが、昨年の４名増を上回る会
員増員を図ることを目標といたしました。６月末の数字は、
わかりませんが（この投稿は５月に作成）、目標をクリアで
いていることを今は祈るばかりです。１年間のご理解ご協
力本当にありがとうございました。

藤友　裕美 森岡　俊夫
（西伯南） （境港美保）

ゾーン・チェアパーソン ゾーン・チェアパーソン

8R-1Z 8R-2Z

　今年度皆様のご協力によりゾーンチェアパーソンの任期
を終えることができました。ありがとうございました。
　新型コロナウイルスの影響も少し落ち着きが見え、少しず
つ通常の例会やアクティビティ等が出来る様になりました。
一年間は長いようであっという間に終わったように感じま
す。今年度は２５年ぶりに７Ｒ－１Ｚより西尾ガバナーが選出
され、地区年次大会等の準備等で会員の皆さまも大変だっ
たと思いますが、６クラブが一丸となって取り組みが出来た
ことがうれしく思います。また、ガバナー公式訪問も懇談会
のみとして合同例会は行いませんでしたが、６クラブを西尾
ガバナー、池田キャビネット幹事と例会訪問をさせて頂いた
事がとてもよかったと思っています。１月には、６クラブ新年
合同例会を開催し、地区年次大会の決起大会との意義付
けをし、開催出来たこともうれしく思います。６月には６ＬＣ
チャリティーゴルフコンペを開催し、表彰式は懇親会も行い
６ＬＣの懇親も深まったと思います。
　新たなアクティビティができませんでしたが、今後も様々
な奉仕活動が出来る様に頑張っていきたいと思います。地
域社会に必要とされるようなライオンズクラブになるよう引
き続きよろしくお願いいたします。

　ＺＣ就任時、コロナ禍の活動制限等によりクラブの弱体
化・会員の意識低下が感じられる今日、もう一度初心に
立ち戻り、会員自身のクラブ満足度を向上させることが必
須であり、今求められている。これ無しでクラブの存続・
会員増強は不可能。クラブ内の更なる充実を図って頂きた
い。そのためのお手伝いをしていきたい。「Ｗｉｔｈコロナ」
今年度は力を蓄え、元気で、新たなスタートとなる年度に
との思いで取り掛かりましたが、どうだったでしょうか。少
しずつ活気が出てきたようには思いますが、まだまだこれ
からのようです。自身の力不足を感じることも有り、次期Ｚ
Ｃさんに期待したいところです。その中でも印象に残るの
は西尾ガバナーの元、鳥取での地区年次大会に微力なが
らお手伝い出来た事です。次期役員さんのご活躍、ライ
オンズクラブの今後益々のご発展をお祈りいたします。

聲高　昌可 南　 章彦
（鳥取砂丘） （倉吉グレート）

ゾーン・チェアパーソン ゾーン・チェアパーソン

7R-1Z 7R-2Z
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フリーマーケット
２０２３年３月１９日㈰
場所／サウスヴィレッジ

　岡山ライオンズクラブ（佐々木会長５０名）
は６年前より子ども食堂食糧支援事業に力を
入れており、その一環として今期も事業を行
いました。
　まずその事業費獲得の為、地元岡山のサウ
スヴィレッジに於いて３月にフリーマーケット
に参加しています。実行委員数名を中心に１
～２カ月かけ商品を集め、フリーマーケット前
日にはメンバーが集まり値付けをし、当日を
迎えます。
　フリーマーケットは午前中ですべて売れて
しまうほど大盛況で、子ども食堂の為の事業
費獲得は成功に終わりました。

岡輝みんな食堂　食糧支援事業
２０２３年4月9日㈰
場所／佐藤医院デイケアセンター

　クラブのメンバー12名で「岡輝みんな食
堂」を訪問しました。この子ども食堂は、岡山
市の佐藤医院デイケアセンターで定期的に
開催されています。この日は約40名のご家族

と30名のボランティアが参加されていました。
岡山ライオンズクラブからは、お米と当日のメ
インディッシュの手作り餃子を持って行きまし
た。岡山さくら支部の石上支部長の指導の
元、参加された子供たちと一緒に餃子を包ん
で、みんなで焼いて食べました。皆さんとても
満足して帰られました。実際に子ども食堂を
運営している方々や、子どもたちと触れ合う
と、今後の支援にも力が湧きます。

子ども食堂　食糧支援贈呈式
２０２３年４月２１日㈮
場所／岡山市

　岡山市にて子ども食堂食糧支援贈呈式を
行いました。
　フリーマーケットの売上やシェアリング交付
金で「こどもを主体とした地域づくりネットワー
クおかやま」を通じて、岡山県下約７０のＮＰＯ
団体等へ食糧支援をしています。今年はお米
８００㎏とインスタント食品等を贈呈しました。

つしまみんな食堂　食糧支援事業
２０２３年４月２３日㈰
場所／岡山市京山公民館

　岡山市の京山公民館にて、今期２度目の
餃子の手作りイベントを開催しました。
　今回は子どもたちのほか、「ＥＳＤ岡山ア
ワード２０２１」を受賞されたフィリピンの非営
利団体「Ｓｔｒｅｅｔｓ ｏｆ Ｓｃｈｏｏｌｓ」も視察に来ら
れ、全員で餃子などを作り食しました。
　子どもたちが沢山おかわりしてくれていた
のが印象的でした。
　私たち岡山ライオンズクラブはたくさんの
子どもたちの笑顔が見られるよう今後もこの
活動を継続していきます。

御津ライオンズ杯
バレーボール及びソフトボール大会
バレーボール大会：２０２３年２月２５日㈯
ソフトボール大会：２０２３年３月１９日㈰
場所／岡山市北区御津宇垣１２１２
　　　御津小学校
＜バレーボール大会＞

　参加したスポーツ少年団は４チーム（御津
Ａ、御津Ｂ、円城及び吉川）で、熱戦が展開さ
れました。選手たちは、見守る保護者やコー
チの声援を受けて、強力なサーブや鋭いスパ
イクを見せてくれました。

＜ソフトボール大会＞

　参加したスポーツ少年団は4チーム（御津・
福渡合同、加茂川、吉永・佐伯・東鶴山合同及
び瀬戸内）で、生徒数減少により単独校では
チームが組めないため複数校での合同チー
ム参加となりました。
　コロナ禍で、満足な練習ができなかった子
供たちですが、一生懸命に白球を追いかける
姿に、勇気と感動を与えました。
　この大会は、スポーツを通じて、①ルールを
守る②チームワークを大事にする③自分の技
術を磨き上位を目指すといった精神を少しで
も体得してもらい、明日を担う青少年の健全
育成に貢献できるよう毎年実施しているもの
です。

1R−1Z
御津ライオンズクラブ

アクティビティ･レポート

1R−1Z
岡山ライオンズクラブ
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アクティビティ･レポート

邑久ライオンズクラブ
認証４０周年記念式典

２０２２年１１月２６日㈯
場所／ホテルリマーニ

　２０２２年１１月２６日ホテルリマーニにて、
邑久ライオンズクラブ認証４０周年記念式典
ならびに祝宴を開催いたしました。当日は、西
尾ガバナーをはじめ、ご来賓の皆様、１Ｒ－２
Ｚの親クラブ・ブラザークラブの皆様、姉妹ク
ラブである福岡黒田ライオンズクラブの皆様
にご出席賜り、盛大に開催することができま
した。
　記念事業として、 ①瀬戸内市内の３つの中
学校へ「書」寄贈 ②瀬戸内市観光協会へベ
ンチ寄贈 ③瀬戸内市「市民の森」公園に陽
光桜記念植樹 ④ネパール農業支援金贈呈 
⑤社会福祉協議会とのボランティア支援協定
調印 ⑥ＬＣＩＦ１，０００ドル献金を行いました。
　式典と祝宴の間には４０発の花火を打ち上
げました。秋の夜空と牛窓の海に花火が映
え、出席者の皆様より大きな歓声があがりま
した。また、祝宴では、「oto-wa」の演奏や福
岡黒田ライオンズクラブの皆様による「黒田
節」により楽しい雰囲気でさらに盛り上げて
いただきました。邑久ライオンズクラブらしく、

『笑い』あり、感動の『涙』ありで最高の祝宴と
なりました。
　今後５０周年、６０周年に向けて、地域から
求められるクラブとして、地域に根ざした奉仕
と活性化のために、メンバー一同活動を続け
てまいります。

1R−2Z
邑久ライオンズクラブ

トルコ・シリア大地震災害支援募金
２０２３年２月１２日㈰１０：００～１５：００
場所／ＪＲ岡山駅東口

　２０２３年２月６日、トルコ南東部とシリア北
西部の広い範囲で大地震が発生しました。多
くの死傷者や建物の倒壊などの被害が報道
される中、岡山みらいライオンズクラブと岡山
ライオンズクラブは、合同で緊急の災害支援
募金活動を行いました、当日は、クラブメン
バーやその家族、レオクラブのメンバーが集
まり、岡山駅を利用する皆様に募金の協力を
お願いしました。皆様からお預かりさせていた
だいた募金は、ライオンズクラブ国際財団へ
送らせていただき、両国の復興に役立ててい
ただきます。災害はいつ、どこで起こるか分か
りません。今後も岡山みらいライオンズクラブ
として出来る取り組みを行って参ります。

1R−3Z
岡山みらいライオンズクラブ

岡山市スポーツ少年団  ５年生
ソフトボールブロック優勝大会

２０２２年１１月２７日㈰
場所／六番川水の公園グラウンド

　第４１回岡山市スポーツ少年団ソフトボー
ル５年生ブロック優勝大会岡山東ライオンズ
クラブ賞が１１月２７日（日曜日）、快晴の下、
六番川グラウンドに於いて行われました。
　大会名誉会長には大森・岡山市長を迎え、
大会副会長には我が岡山東ＬＣ池田会長で
あります。
　早朝より子供たちの声が響きわたり、会長
Ｌ池田・２Ｒ１Ｚ ＧＬＴ委員会Ｌ妹尾の始球式
によって試合が開始されました。
　オリンピック等での女子ソフトボールチーム
の大活躍もあってか女子選手の数が年々増
加しているようです。また子供たちのご両親、
親戚縁者の方々の力の入った応援もあり、白
熱したゲームとなっています。
　試合は順調に進み、準決勝は前年度優勝
チーム石井スポーツ少年団（以下：ＳＳ）対・操
南ＳＳ。野谷ＳＳ対・岡山中央ＳＳの４チーム。
　そして準決勝の激闘を制し決勝戦に臨む
のは野谷ＳＳと石井ＳＳ。石井ＳＳの２連覇なる
か、それとも打撃の野谷ＳＳが前回覇者チーム
を撃破するか。非常に白熱した戦いとなりま
した。
　優勝は前回優勝チームを撃破した野谷ＳＳ
であります！（準優勝：石井ＳＳ、３位岡山中央Ｓ
Ｓ・操南ＳＳ）
　閉会式には優勝チーム、各チームへメダル
を幹事Ｌ池田、Ｌ長谷川、Ｌ大源、Ｌ須藤（岡山
東ＬＣハノイ支部岡山）の４名より授与させて
頂きました。
　なお今回の優秀選手賞は井本京汰選手

（野谷ＳＳ）、吉岡祐歩選手（石井ＳＳ）、難波大弥
（岡山中央ＳＳ）、麻木結愛（操南ＳＳ）の４名が
選出されております。
　我々、岡山東ＬＣがこの大会に共催するこ
とにより、青少年育成事業アクティビティの奉
仕活動を実感し、次回も多くの子供たちの笑
顔に出会えることを期待して報告を終わりま
す。関係各位の皆様、ありがとうございました。
　最後に野谷スポーツ少年団、優勝おめでと
うございます。

岡山西LC献血月間
スターティングセレモニーについて
２０２３年３月１日㈬〜２０２３年３月３１日㈮

2R−1Z
岡山東ライオンズクラブ

2R−1Z
岡山西ライオンズクラブ
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ACTIVITY REPORT

場所／献血ルーム「うらら」（岡山県赤十字血
液センター） 岡山市北区いずみ町３-３６
献血ルーム「ももたろう」岡山市北区表
町１丁目5-1岡山シンフォニービル１階

　３月に献血月間を開催するにあたり、３月６
日（月）１０時より、岡山県赤十字血液セン
ターにおきまして『岡山西ＬＣ献血月間スター
ティングセレモニー』を実施しました。卓球プロ
リーグＴリーグ 岡山リベッツより白神監督と
スタッフ、プロバスケットボールＢリーグ トライ
フープ岡山より中島代表取締役をはじめ比
留木ＧＭ兼ＨＣ・背番号９１番 佐藤大成選
手・中野スタッフや、ＬＣ国際協会３３６－Ｂ地
区 第二副地区ガバナーＬ.上原正樹にご出席
を賜りました。また、ＬＣの活動にご協力下さっ
ているＩＰＵ環太平洋大学サッカー部から１７
名の学生の方々もご参加下さいました。新型
コロナの影響で献血用の血液が不足する
中、進学や転勤の時期である３月を迎え献血
協力者の減少がいまだ続くため、一人でも多
くの方々に献血に興味を持って頂き、ご協力
頂くことを願い『献血者１００人の目録』を岡
山県赤十字血液センターの坪田事業部長に
贈呈いたしました。「献血の大切さ」をより多く
の方々に知っていただけるよう、メディア放映
もして頂きました。自クラブ認証４５周年の記
念事業として２０１７年度『献血ＷＥＥＫ』から
始まり、翌年以降は『献血月間』の継続事業
です。

台湾300E-1區 地区年次大会に参加して
　　　　　　　　　　　　　川嶋　洋平
　今般、ライオンズクラブに入会して初めて４
月２０日～２３日に開催された台湾３００Ｅ－１
地区年次大会に参加致しました。３００Ｅ－１
地区との交流は、１９９３年４月１８日に友好
親善協約が結ばれ、現在に至るまでの３０年
間ずっと友好関係が続いており、隔年交互で
の大会訪問やＹＣＥ事業を実施してきた歴史
があります。しかし、２０１９年４月の訪問を最
後にコロナ禍の影響で交流できない状況が
続いていましたが、今回４年振りに訪問が再

開し、西尾ガバナー、上原第二副地区ガバ
ナーをはじめ、総勢１１名で出発しました。２３
時頃遅い時間での到着にもかかわらず、多く
の方々が空港にて出迎えてくださり、３３６－Ｂ
地区との交流の深さを感じました。
　翌２１日は、午前中高雄市内を観光し、午後
からは國際獅子會３００－Ｅ１區總辧事處の
館内を見学させていただき、蘇ガバナーや
キャビネットの方々と記念撮影をいたしまし
た。またその後の交流会では、現地メンバー
との美味しい食事やカラオケなど賑やかで楽
しい時間を過ごしました。翌２２日も午前中は
高雄市内を観光し、午後から３００Ｅ－１地区
年次大会へ参加致しました。約１，０００人規模
で各クラブが順番に入場し、最後に盛大な歓
迎を受けながら３３６－Ｂ地区メンバーも入場
しました。その後蘇ガバナーの挨拶のあと、元
地区ガバナーの方々や来賓、西尾ガバナー
の挨拶があり、その規模と賑やかさに圧倒さ
れまくりでした。年次大会閉会後にも交流会
があり、現地の方々と食事やカラオケを満喫
し、言葉が通じないながらも多くの方々と交流
を深めることができたと思います。
　台湾の方々は、とても親切で常に熱烈歓
迎、楽しい時間を過ごさせていただき、感謝し
かありません。来年日本へ来られる時には、
お世話になった御礼の『おもてなし』ができれ
ば…と思います。また再来年は３３６－Ｂ地区
の多くのメンバーとともに３００Ｅ－１地区訪問
ツアーに参加することを楽しみにしています。

古本募金
２０２３年１月３０日㈪
　古本・ひとりキャンペーンへの協力をメン
バーに呼びかけ、集まった古本を子供の未来
応援基金へ送りました。
　チャリボンを活用し寄付をすることができま
した。
　今後も続けていけるようメンバー一同協力
していきたいと思います。

国際平和ポスター・コンテスト表彰式
２０２３年２月１３日㈪、２０２３年２月２４日㈮
場所／岡山市立芳泉中学校
　　　岡山市立芳泉小学校

　２０２２年－２０２３年度国際平和ポスター・
コンテストへ今年もたくさんの子ども達に参
加していただきました。岡山市立芳泉中学校
の生徒６名と岡山市立芳泉小学校の生徒１
名に岡山南ＬＣより表彰状と記念品を贈呈し
ました。又、それぞれの学校へ感謝状を贈呈
させていただき記念写真を撮りました。昨年
に続き、今年も佳作という賞を受賞された生
徒さんがいました。ご家族で地区年次大会へ

2R−1Z
岡山南ライオンズクラブ

来て下さり、授賞式に出席下さいました。ご両
親からも、とてもいい経験をさせて頂き感謝し
ておりますと言って下さいました。これからもた
くさんの子ども達から、そのような気持ちに
なって頂けるよう精進していきたいと思います。

園児たちのチューリップ企画
２０２３年２月１７日㈮
場所／第一ひかり幼稚園、第二ひかり幼稚園

　動物たちと花フェス２０２３に参加し、園児
たちにチューリップを育ててもらうという企画
で第一ひかり幼稚園に１００本・第二ひかり幼
稚園に１００本のチューリップをプランターに
入れて持って行き、子供達に育てて下さいね
とお願いをしました。
　子ども達は、元気な声でがんばります！と
言ってチューリップを受け取ってくれました。毎
日水をやり、たくさん話しかけてくれたようで
した。
　一ヵ月後、育ててくれたチューリップを引き
取りに幼稚園を訪れた時には、園児たちから
大きくなったでしょと嬉しそうに差し出してくれ
ました。初めて企画へ参加しましたが、小さな
かわいい園児たちと話をすることができた
り、子供達のたくさんの笑顔が見れて心あた
たまる時間を過ごすことができました。
　その後、チューリップは池田動物園へ持っ
て行き他の園のチューリップと一緒にたくさ
んの池田動物園の来園者の方たちに見て頂
けたことだと思います。
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ヘアードネーション（31㎝）表彰式
２０２３年２月２０日㈪、２０２３年４月１１日㈫

　岡山市立芳泉中学校３年生の生徒より、少
しでも人の役に立つことが出来るならと３１㎝
の髪をヘアードネーションしてくださいました。
　ガバナーからの感謝状と岡山南ＬＣより記
念品を贈呈し、ご家族で喜んで下さいました。
　更に、岡山市立操南中学校２年生の生徒よ
り同じく何か力になれるならと３１㎝の髪をヘ
アードネーションしてくださいました。
　今期は、２名の子ども達から３１㎝の貴重な
髪を提供して頂き、クラブ員一同感謝していま
す。

「バンビの家」の卒園児に
絵本のプレゼント

２０２３年２月１０日㈮
場所／旭川荘  児童発達支援施設「バンビの家」

　２７年継続しているアクティビティです。例年
「バンビの家」の卒園を迎える親子と職員を
バス旅行に招待していたのですが、コロナ感
染拡大以降、子どもたちの安全のため中止
が続いています。今年度も代替として卒園児
に絵本のプレゼントを行いました。贈呈式と子
どもたちが喜んでいる様子の写真、お手紙を
いただきました。
　３月３１日の「まん延防止等重点措置」全面
解除にともない、来年度は元気な子ども達と
旅行ができるのではないかと今から楽しみに
しています。

2R−1Z
岡山マスカットライオンズクラブ

青少年スポーツ教室
２０２３年２月１９日㈰

　岡山中央ライオンズクラブ最大のアクトで
ある『青少年スポーツ教室・ソフトボール』を、
令和５年２月１９日に岡山ドームでソフトボー
ル教室を開催しました。岡山市内の子供会ソ
フトボールチームの青少年１６８名を招いて、
平林金属ソフトボール部男女チームの方々に
技術指導をや迫力あるプレーを間近で見ても
らい、子供たちはもちろん指導者の方々も沢
山のことを学べて、大変有意義な一日になっ
たと思います。
　閉会の挨拶では、平林金属ソフトボール部
の吉村監督から子供たちに向けて、「今日学
んだ事を一生懸命練習して、楽しみながら一
緒にソフトボールをしましょう！」と激励をいた
だき子供たちも大変嬉しそうな表情でした。
　来年も引き続き開催予定ですので、また多
くの子供たちが参加してくれることを楽しみに
しています。

２Ｒ１Ｚ２Ｚ 親睦ソフトボール大会
２０２３年４月２日㈰

　４月２日（日）岡山ドームにて、選手メンバー
３３名とその他にも多数の方々に応援観戦に
駆け付けて頂き、２Ｒ親睦ソフトボール大会を
開催いたしました。
　チーム分けは１Ｚ２Ｚの垣根を外して３チー
ムを作りリーグ戦方式にて対戦し、どの試合
も打撃戦となり得点を重ね合う白熱した試合
となりました。参加して頂いた各クラブメン
バーも、楽しみながら心地よい汗を流して、親
睦を深める良い一日になったと思います。
　また、今回も２Ｒ１Ｚ２Ｚゾーンチェアパーソ
ンに協賛して頂き、最優秀選手・優秀選手の
表彰も行い大変盛り上がりました。対戦成績
は、２勝した『チーム西せとうち』の優勝となり
ました。
　登録料の残金と当日多くの方々からお預
かりした募金は、チャリティーとして４月１０日に

【岡山県看護協会】に寄付させていただきま
した。協力ご参加いただいた各クラブの皆様
大変ありがとうございました。
　＜ 寄付額 ＞　５０，０００円

2R−2Z
岡山中央ライオンズクラブ

西川緑道公園清掃
２０２２年７月１６日㈯、８月６日㈯、９月１０日㈯、
１０月８日㈯、１１月１３日㈰、１２月１０日㈯
２０２３年１月２１日㈯、２月１８日㈯、３月１１日㈯
場所／西川緑道公園

平和の鐘を鳴らそうIN長泉寺参加
２０２２年８月15日㈪

　終戦記念日に平和の鐘を鳴らそうＩＮ長泉
寺に参加しました。ウクライナの国旗もあり、
世界の平和を祈りました。毎年、参加のアク
ティビティとなりました。

2R−2Z
おかやまMOMOライオンズクラブ

アクティビティ･レポート
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若松園にマスクの贈呈
２０２２年８月１９日㈮

　子供のコロナ感染が拡大してきました。子
供たちにも楽しく観戦対策をして貰おうと東
京オリンピックのキャラクターマスクを岡山市
社会福祉協議会を通じ、若松園に贈呈しまし
た。一日も早く、収束して、自由を取り戻してあ
げたいです。

2R−2Z 合同旭川荘にタオルの贈呈
２０２２年１０月１４日㈮

　２Ｒ２Ｚの合同アクティビティで旭川荘にタ
オルの贈呈をしました。

第２７回　宇甘川荘に慰問
２０２２年１０月２３日㈰

　先輩クラブより引き継いだ２７回目の慰問
です。今年もコロナで慰問が出来ないのでお
菓子、タオルの贈呈のみとしました。

みらい保育園にマスクの贈呈
２０２２年１２月２４日㈯

　昨年映像を頂いたみらい保育園の子供た
ちにマスクの贈呈。
　クリスマスも１０歳未満の感染が治まらな
い中東京オリンピックマスクを贈呈しました。
コロナで中には入りませんでした。

合同アクティビティ
黄色いステッキの贈呈

２０２３年２月２日㈭

　子供たちのあんぜんを守る、黄色いステッ
キの贈呈。コロナ拡大の為、作業を行い、代
表の方で贈呈。交通安全に活用ください。

児童施設へどうぶつの製作映像贈呈予定
２０２３年４月

ＮＰＯ法人オレンジハートつやまへ
１０万円寄贈

２０２２年１１月２４日㈭
場所／ザ・シロヤマテラス津山別邸（例会会場）
　前期アクティビティとして、美作地域で子育
て支援に取り組んでいる『ＮＰＯ法人オレンジ
ハートつやま』の角野いずみ代表を例会にお
招きし、活動資金として１０万円を贈呈しまし
た。継続事業として行っており、本年度で７年
目となります。
　贈呈式では角野代表より『コロナで厳しい
状況に追い込まれている家庭がたくさんあ
る。有意義に使わせていただきたい』と感謝
の言葉をいただきました。

献血ＡＣＴ
２０２２年２月１２日㈰
場所／市内スーパー　ウエストランド

　市内スーパー ウエストランドにて今年度２
回目の献血ＡＣＴを実施。
　引き続き新型コロナウイルス感染防止の
為、プラカードを掲げての活動となりました。

3R−1Z
津山ライオンズクラブ

3R−1Z
津山鶴山ライオンズクラブ

　５９名を受付けし、５３名に４００ｍｌ献血提
供を頂きご協力頂いた方にはタオルを進呈し
ました。

除雪作業ボランティア
２０２３年２月５日㈰
場所／津山市加茂地区

　２０２３年２月４日（土）、５日（日）の２日間　
津山市防災ボランティアセンターから除雪作
業の要請がありました。１月２４日（火）１５時
頃より２５日（水）午前中津山市に大雪警報が
発令され、観測史上初の４６ｃｍの積雪の
ニュースは、各報道局から全国に流れました。
この大雪で津山市の北に位置する加茂地
区、阿波地区の積雪は２ｍ近くに達し、過疎
化が進む地域では除雪作業がままならい状
態。４日は津山衆楽ＬＣより５名の会員の方が
参加してくださり加茂地区と他の地域の除雪
作業を約１日がかりで実施されたようです。５
日には津山さくらＬＣより２名、我がクラブか
らは　Ｌ安東、Ｌ池田、Ｌ岸本の３名が阿波地
区の除雪作業を実施しました。除雪は重労働
ですが、被災した方々の笑顔と感謝の言葉で
疲れも吹っ飛び爽快感と達成感を味わい
清々しい気持ちで帰津できたとのことでした。
お疲れさまでした。m(__)m

岡山県赤十字血液センターへ
ポスタースタンド１５台贈呈

２０２３年２月２４日㈮
場所／津山市庁舎前　広場

3R−1Z
津山やよいライオンズクラブ
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　２０２３年２月２４日（金）午前１０時より津山
市庁舎前の広場で、岡山県赤十字血液セン
ターへかねてから希望されていたポスタース
タンド１５台の目録贈呈式を行いました。その
後、来庁の津山市民に献血協力の呼びかけ
活動を実施しました。其のかいあって４００㏄
の献血に４０名の方々の協力が得られました。

大雪災害ボランティア派遣
２０２３年２月５日㈰
場所／津山市阿波周辺

　１／２４～２５日にかけて津山市に４６㎝と
いう観測史上最大の大雪が降りました。
　津山市社会福祉協議会より大雪災害ボラ
ンティア派遣の依頼があり、ゾーンからの呼
び掛けのもと、２／５に当クラブよりアラート
委員長である会長の髙橋と、委員の河原の２
名が参加しました。
　８時半に阿波出張所に集合し、地元消防団
や関係市民団体と一緒に、自力で除雪でき
ない高齢者宅の玄関から道路までの通路な
どの雪かきをメインに行いお昼過ぎには終了
しました。
　アラートチーム発足後初の作業となりまし
たが、気持ちのよい汗を流し、地域の方に笑
顔になっていただいたことが何よりの喜びと
なりました。

3R−1Z
津山さくらライオンズクラブ

献血活動
２０２３年２月１１日（土・祝）
場所／イオンモール津山

　クラブ結成以来継続アクティビティとしてい
る献血活動を、イオンモール津山で行いまし
た。
　県赤十字血液センターの協力で実施し、２
／１１当日は、当クラブ員１３名が参加し、プラ
カードを掲げてマスク越しに「尊い命を救うた
め、ご協力をお願いします」と買物客に広く呼
び掛け、受付者には卵１ケースを配付しまし
た。
　この日の献血受付者は７１名、４００ml献血
者は６２名と、大変多くの皆さんのご理解・ご
協力に感謝する一日となりました。
　冬場は献血者が少なく、コロナ禍で更に
減ったことで、２年前より年２回２月と６月に
実施しています。次回は６／１８実施する予定
です。

作楽神社清掃活動
２０２３年３月２６日㈰
場所／作楽神社

　後期アクティビティは、会長スローガン「ＳＤ
Ｇｓに ウィサーブ」に基づき、作楽神社の清掃
奉仕を行いました。
　当日はクラブ員１１名が参加し、そろいの
法被を着て草刈機で雑草を刈り、ほうきや熊
手で落ち葉などを集め、駐車場や参道・本殿
の周りをきれいに整え、当クラブが寄贈した
テーブルの洗浄もしました。
　我がクラブの名称『さくら』にちなみ、毎年
作楽神社の美化・環境保全・環境整備に長
年取組んでおり、４月第２日曜に同神社で開
かれる「院庄たかのり祭り」を前のこの時期
に実施しています。

ライオンズ勉強会
２０２３年２月２１日㈫
場所／津山鶴山ホテル

　今回の勉強会に、３３６－Ｂ地区キャビネット
カウンセラーの榎本明さんを招請いたしまし
た。快く講師を引き受けていただきました。当
日夕刻７時よりの例会前にクラブの皆さんと
楽しく会食を済ませ、例会・ライオンズ勉強会　
演題『ライオンズに誇りをそして魅力を』が開
催されました。まず、１９５７～５８年ガバナー

（日本で５人目のガバナー）原克己氏国内の
クラブを１００クラブ以上に増やし国際本部に
日本人の職員をおき、ライオン誌日本語版を
発行する約束をメルビン・ジョーンズに取り付
け実現させ、日本で初めての献眼登録者で
あり、献眼者第１号が岡山ライオンズクラブメ
ンバーで岡山県知事の三木行治氏となり二
人の女性に三木の角膜が移植されました。こ
の様なライオンズの誇りを揺らぐような事が
有ったこの２年余りですが平山ガバナーが苦
労して建て直しました、これからはＯＮＥ ＴＥ
ＡＭとなって３３６－Ｂを建て直しましょう。
　しっかりアクティビティ・奉仕事業を行い地
域の方たちにリスペクトを受けるようなそして
魅力のあるライオンズクラブを発展させてい
きましょう。

第２7回愛の四献（献血・献眼・献腎・
骨髄提供）推進キャンペーン開催

２０２３年２月２６日㈰
場所／イオンモール津山

3R−1Z
津山衆楽ライオンズクラブ
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　津山衆楽ライオンズクラブは、岡山県赤十
字血液センター、津山市こども保健部健康増
進課、岡山県アイバンク・臓器バンク、岡山骨
髄バンクを支援する会、イオンモール津山の
協力を得て、第２７回愛の四献推進キャンペー
ンを河辺のイオンモール津山で開催しました。
新型コロナウイルス感染防止のため、プラ
カードやのぼり旗を掲げてＰＲし、献血カード
で７５人を受付け、４００㎖採血者７２人の献
血のご協力をいただきました。また、日本骨髄
バンク登録・採血者が１１人という素晴らしい
成果を上げることができました。
　受付者には岡山県アイバンク・臓器バンク、
岡山骨髄バンク登録の啓発リーフレットと感
謝の気持ちに卵１パックを持ち帰っていただ
きました。
　冬季２月は献血者が少ない時期ではあり
ますが、次々と善意が集まりましたことに感謝
しつつ、今後もこの普及啓発活動継続の必要
性を実感しました。

献血推進活動
２０２３年２月２日㈭
場所／久世保健福祉会館

　久世保健福祉会館において献血が行わ
れ、受付者全員に粗品を寄贈した。
　この事業はクラブ結成以来の継続事業
で、今年度後期も３回を実施している。血液セ
ンターによるとコロナ禍で血液不足が続いて
いるらしく、一人でも多くの協力を得ようと寒
い日ではあったが、時間いっぱい献血を呼び
かけた。また、３月，４月にも実施し下記の成

3R−2Z
真庭旭ライオンズクラブ

果があった。
献血結果
２／２…受付者２２名
　（４００ｍｌ×採血者１９名＝７，６００ｍｌ）
３／１３…受付者１４名
　（４００ｍｌ×採血者１４名＝５，６００ｍｌ）
４／５…受付者８３名
　（４００ｍｌ×採血者８１名＝３２，４００ｍｌ）

第４０回中学生による
「私の主張発表会」を後援

２０２３年２月１６日㈭
場所／北房文化センター

　第４０回中学生による「私の主張発表会」が
北房文化センターにて開催され、発表生徒
１６名に記念品を寄贈した。真庭地区内中学
生が、心身ともに成長する中で自らの思いを
広く訴えかけることで、社会の一員としての
自覚を持ち、また地域住民に青少年健全育
成への関心を高めてもらうことを願い後援し
ている。
　この日は、各中学校の代表者１６名がそれ
ぞれ、日常生活の中で考えている事、家族へ
の感謝や社会との関わりについてなど、自
分自身の体験やこれまでを振り返って気づい
たことなどを堂々と発表していた。また３年ぶ
りの有観客開催ができ、生徒たちの真剣な思
いに会場を訪れた地域の方や保護者、学校
関係者などから大きな拍手が送られていた。

活動報告

　新型コロナの感染拡大が長期化している
中、３月２６日（日）瀬戸大橋カントリークラブ

4R−1Z
倉敷ローズライオンズクラブ

にてチャリティゴルフ大会を開催しライオンと
一般の方１３０名が参加されました。早朝より
雨で寒い一日でしたが皆様方が明るく楽し
かった、来年もまたね！と言って下さったので
私達は安堵しました。
　継続アクトとして、児島駅周辺の清掃、近所
の奥様方が手伝いに来てくださり花の植替
え年３回、大きく伸びたお多福南天を小さく
カットしていると通りがかりの人が玄人はだし
だね！と言ってくださいました。
　次に平和ポスターコンテストは児島地区の
小・中学校１６校の生徒さんにお願い致しまし
た。入賞された２０作品を１０月２２・２３日に児
島市民交流センターに展示し、先生はじめご
父兄、子どもさんが見に来られました。その中
の赤崎小学校の山本心海さんが３３６－Ｂ地
区内で入賞されました。次になかよし学習発
表会卒業生への御祝の贈呈、児島地区内の

「小さな親切」運動の作文（小・中学校）を審
査員の一人として拝見致しました。どの作品も
子供たちが一生懸命取り組んでいる姿を見
ることができたように思います。
　最後になりましたが、コロナが明けてから
会員増強、今まで通りの思いやりのある楽し
い例会、奉仕に務める事をモットーに進めて
まいります。

サムライ支部結成５周年記念事業
雪育プロジェクト開催

２０２３年１月２９日㈰　７：３０～１９：３０
場所／新見市　いぶきの里スキー場

　当クラブ サムライ支部の結成５周年記念
事業として、雪に縁のない岡山県南の子供達

4R−2Z
倉敷西ライオンズクラブ
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に雪に親しみ感動する機会を与えるととも
に、異国で不自由な生活を送っているウクラ
イナからの避難者の子供達に日本の楽しい
思い出を作ってもらうことを目的に、いぶきの
里スキー場でスキー・スノボ体験を通した雪
育イベントを開催した。
　学校を通じて玉島・船穂地区の全小学生
に募集チラシを配布したところ、定員を大幅
に上回るご応募を頂き、やむなく抽選で参加
者を決定した。
　当日は、小学生５７名、保護者・家族６７名、
ウクライナ関係者８名、サムライ支部メンバー
７名の合計１３９名が大型バス３台に分乗して
いぶきの里スキー場に繰り出し、連日の大雪
で絶好のコンディションになったゲレンデで、
インストラクターの指導の下に初めてのス
キー、スノボを楽しんでもらった。
　また、ＮＨＫと地元ケーブルテレビ（玉テレ）
が現地取材に訪れ、当日夕方や翌日のＴＶ
ニュースやネットニュースでも報道されたの
で、ライオンズクラブ活動のＰＲにも貢献した
ものと思う。

第４４回 倉敷西ライオンズクラブ
少年剣道大会開催

２０２３年３月１９日㈰　９：００～１４：３０
場所／玉島市民交流センター体育棟

　この大会は、４４年前に我がクラブの創立
記念事業として開催して以来毎年欠かすこと
なく開催してきた我がクラブのシンボルともい
うべき事業ですが、２０１９年度（４１代）と
２０２１年度（４３代）はコロナ禍の為中止を余
儀なくされました。やっとコロナ過も下火と
なった今年度は、玉島、船穂、浅口地区の剣
道少年団や中学校剣道部の生徒１３１名を集
めて盛大に開催することができました。
　この大会は通常の剣道大会と異なり、技量

の優れた一部の選ばれた選手のみが参加す
る大会ではなく、剣道を始めたばかりのチ
ビッコ剣士でも参加でき、１位から３位の選手
のみでなく地道に努力を続けている子供達
に対しても会長賞メダルが贈られるなどライ
オンズ精神にあふれた大会で、玉島剣道連
盟の方々にも大変感謝されている大会です。
　今年もファイト溢れる熱戦を繰り広げて頂
いた選手諸君、大会の準備や当日の運営に
多大なるご尽力を頂いた玉島剣道連盟の皆
様、また大会運営のサポートや応援に駆けつ
けて頂いた多くの保護者の皆様に深く感謝
申し上げます。

第１０４２回
ウクライナ避難者支援例会

２０２３年４月２７日㈭　１８：３０～１９：４５
場所／セントイン倉敷 ３Ｆ　円通の間

　４月第二例会に、戦火を逃れてウクライナ
から岡山に避難されている２家族とその支援
家族７名をご招待しました。いずれの方も、今
年１月２９日（日）にいぶきの里スキー場にて
開催した「サムライ支部５周年記念企画 雪育
プロジェクト」に参加された方々です。
　当日は、玉テレが制作した「雪育プロジェク
ト」の３０分特番ＤＶＤを視聴したのち、２名の
避難者の方から日本語でスピーチを行って頂
き、平井会長から支援金（各８万円）を贈呈い
たしました。１名の方を除いて皆さん日本語が
お上手なので、その後の食事・歓談の場でも
メンバーの皆さんと会話が弾み、大変有意義
で楽しいひと時を過ごすことができました。
　最後に皆で手を繋いで「また会う日まで」を
歌い、サムライ支部中桐さんの力強いライオ
ンズロアーで締めくくり、全員で記念写真を
撮ってお開きとなりましたが、ウクライナの
方々にも大変喜んで頂き、メンバーにも非常
に好評だったので素晴らしい例会になったと

思います。
　支援金は、メンバー及びメンバー外の方々
からの支援カンパで全額賄うことが出来まし
た。皆様方の温かいご支援に深く感謝いたし
ます。

ウクライナ支援活動

　３月第二例会に、ＮＰＯ法人ユーラシア理
事 リリヤ・バビィさん（倉敷在住ウクライナ人）
をお招きし、祖国ウクライナの苦難の歴史や
昨年２月のロシア侵攻以降の市民の暮らし
についてお話しいただきました。「国外への避
難者は一時の約半分になっていますが、いま
だに多くの市民は自宅を失い帰郷は叶いま
せん。空襲警報は鳴りやまず、大勢の人々が
不安な日々を送っています。」とのお話に、メ
ンバーは聞き入り心を痛めました。
　スピーチ後には、バビイさんとウクライナか
らの避難民であり、現在倉敷国際ホテルに勤
務されているカテリーナさんに青と黄色のウ
クライナカラーの花束を贈り、一刻も早く平穏
な生活が戻るように祈念しました。また、会場
内にチャリティ募金とバザーのコーナーを設
けて、キャンドルやお菓子・アクセサリーなど
を販売しました。ウクライナに平和が訪れるま
で支援を続けたいと思います。

5R−1Z
倉敷ライオンズクラブ
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マルナカ中島店にて献血活動
２０２３年２月４日㈯
場所／マルナカ中島店

　継続事業献血活動を本年度は年２回を実
施で、１０月に引き続き２月４日（土）に第２回
目の献血活動をマルナカ中島店で、岡山県
立倉敷中央高等学校の１４名のボランティア
生徒が参加して頂き開催しました。　　　　　　　　　　　
　交流のある倉敷地区学童軟式野球連盟加
入のチーム監督をはじめ、コーチ、保護者の
７５名協力、ボランティア生徒３名の献血に協
力、一般の方の協力で、献血受付人数１４４名　
献血者数１３０名の実績ができました。

清掃奉仕活動
２０２３年２月４日㈯  清掃奉仕 ８：２０～９：２０　　　
　　　　　　　　  片付け～ １０：００
場所／倉敷美観地区親水広場

5R−1Z
倉敷阿知ライオンズクラブ

5R−1Z
倉敷天領ライオンズクラブ

楽しい体験型イベント！
いばらｄｅ 防災フェス

２０２３年３月２５日㈯　１０：００～１３：００
場所／井原駅前イベント広場一帯

　井原ＬＣは井原市社会福祉協議会との災
害時におけるボランティア支援に関する協定
書を社協の会長・副会長及び３３６－Ｂ地区川
本アラート委員長・山野アラート委員長をお
招きして２０２３年１月１７日に締結させて頂き
ました。
　そして井原市社会福祉協議会主催・井原Ｌ
Ｃ、井原青年会議所共催の第１回いばらｄｅ
防災フェスを井原駅前イベント広場一帯にて
大々的に開催いたしました。
　当日は地震体験、消火器体験、煙体験・廃
油でキャンドルづくりなど多くのブースが有
り、井原ＬＣは災害時に役立つ、ビニール袋を
用いた調理法のブースを担当し、参加者に素

6R−1Z
井原ライオンズクラブ

材づくりの説明をして、大鍋に沸かしたお湯
に素材を投入し、お米を炊いておにぎり作り
と蒸しパン作りを行いました。
　当日は天候にも恵まれ予想を超える多くの
参加者にビニール袋調理法をお伝え出来き、
参加者からは、「こんな調理法でもおいしく頂
けるんだ」など多くの意見を頂きました。
　今後とも防災意識を高く持ちライオンズな
らでの支援の在り方を考えて行こうと思いま
す。

「矢掛の宿場まつり」
実行委員会へ寄付

２０２３年１月１１日㈬
場所／備中西商工会

　江戸時代に宿場町として栄えた矢掛町で、
毎年秋に行われている大名行列に使われる
おかごが、４６年ぶりに新調されることになり
ました。町民の寄付でまかなわれるということ
でしたので、矢掛ライオンズクラブも町を代表
するこのお祭りに貢献したく、「矢掛の宿場ま
つり」大名行列実行委員会へ寄付をいたしま
した。完成した２代目は３月１日、道の駅・山
陽道やかげ宿でお披露目されました。幅１２４
センチ、高さ９１センチ、奥行き８３センチ。
　参勤交代でゆかりのある薩摩島津家の家
紋があしらわれています。初代は実際に人を
運ぶことはできませんでしたが、今回は可能
となっています。。まもなく迎える５０周年のあ
とも、この新しいおかごが一役かって大名行
列のまつりをもりあげてくれることを切に願っ
ています。

6R−1Z
矢掛ライオンズクラブ
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第１８回笠岡東ＬＣ杯
近接中学校野球大会

２０２３年４月２９日㈯・５月３日㈬

　令和５年４月２９日・５月３日の二日間の日
程で、笠岡市と近隣の中学校１５校１０チーム
による第１８回笠岡東ＬＣ杯近接中学校野球
大会を開催しました。
　２９日は小雨の降る中での試合になりまし
たが、選手の子供たちは元気よく頑張ってく
れました。３日は準決勝・決勝戦があり、井原
中学校が優勝、笠岡西・金浦中学校（合同）が
準優勝でした。優勝・準優勝チーム全員へ金
メダル・銀メダルを当日参加のメンバーにより
子供たちの首へ掛けてあげるセレモニーもさ
せて頂き、各学校、保護者の皆様にも大変喜
ばれました。
　生徒数の減少により単独中学校チームの
参加が中々難しくなっていますが、出来るだ
け支援しながらこの活動を続けていきたいと
思っています。

「松川松隠と山田方谷」の清掃活動
２０２２年１０月２０日㈭
場所／新見市役所前

6R−1Z
笠岡東ライオンズクラブ

6R−2Z
新見ライオンズクラブ

　新見ＬＣは、奉仕例会としてクラブ５０周年
記念事業において設置した新見市役所前の
ブロンズ像「松川松隠と山田方谷」の清掃活
動を実施いたしました。
　新見藩の藩校「思誠館」で多くの人材を育
てた松川松隠とその弟子の備中松山藩の藩
政改革を成し遂げた山田方谷のブロンズ像
の汚れやコケなど、ブラシを使いきれいに洗
い流しました。また、周辺のカーブミラーの清
掃や草取りを行い奉仕の汗を流しました。

認証６５周年記念大会開催
２０２２年１０月２３日㈰
場所／新見商工会館

　新見ＬＣは認証６５周年記念大会を開き、
関係者及び来賓ら８０人が出席。物故会員に
黙とうをささげ、歴代役員らクラブ功労者の
表彰、記念行事として「ウクライナ大使館への
浄財贈呈」「国際平和ポスターコンテストの開
催」新見市立思誠小学校創立１５０周年記念
として「『松川松隠伝記』寄贈」を発表致しまし
た。これからもより良い社会の実現を目指し、
個人と団体が支えあって「新しい公共」を創造
し、実現できる奉仕活動を行います。

市内 新小学１年生へ
夜光タスキ贈呈

２０２３年３月１６日㈭
場所／新見商工会館

　新見ＬＣは、新見市内の小学校に対し、こ
の春入学の新１年生に夜光タスキ１７０本を
贈呈いたしました。
　贈呈式は、正村政則教育長を招いて行わ
れました。式では、小林義和会長が、「４０年程
前から続いている活動であり、新入生の交通
安全活動に役立てて下さい。」と挨拶し、夜光
タスキを手渡しました。

町家通りの雛まつり＆紺屋川筋植樹
２０２３年４月１日㈯
場所／高梁市本町通り及び紺屋川

　令和５年４月の第１土曜、日曜日に開催さ
れた町家通りの雛まつりに参加しました。
　城下町の風情が残る旧松山往来の街並み
が歩行者天国になりコロナ収束も合いまって
３年振りに大々的に開催され我がクラブもお
子様向け紙芝居や昔懐かしい遊び道具でお
もてなしをいたしました。地元の旧家の方もま
ん幕を玄関に着け雛飾りや関連小道具で多
くの観光客の接待におわれました。満開の桜
に誘われて和服姿の地域住民や各種団体の
人たちで大いに賑わいました。
　午後からは、日本の道百選にも選ばれてい
る紺屋川に緑の募金事業の一環として染井
吉野２本の植樹を行いました。樹齢が６・７０
年以上経過した桜の木も骸が目立ち、平成５
年から継続して植え替えを行っており小京都
の美観に貢献出来ました。
　２－３年続いた閉塞感も徐々に薄れ、地域
と共にウィサーブに励みます。

6R−2Z
高梁ライオンズクラブ

おはなしたまてばこの紙芝居おはなしたまてばこの紙芝居
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第３１回鳥取ＬＣ杯
「鳥取こども学園卓球大会」開催
２０２３年１月１５日㈰
場所／鳥取こども学園体育館

　学園の希望により３年振りに開催。コロナ
感染・インフルエンザと重なり小学生低学年・
幼児の参加は避け少人数の大会となりまし
た。
　試合は小学生の部・中学生の部・高校生と
一般のペアマッチに分かれて開催されクラブ
メンバーはペアマッチに出場。私八矢は濱田
さんと組んで臨みましたが、高速で飛んでくる
ボールに手も足も出ず残念ながら１回戦で敗
退。一方、岡田さんは日ごろ鍛えた反射神経
の良さで切れ味のあるスマッシュと巧みなレ
シーブで見事３位に入賞。子供たちとの体力
差を感じたひと時でした。
　藤野理事長はじめ先生・学園児童と触れ合
う機会ができ大変良かったと感じました。
　福田会長、Ｌ岡田、Ｌ濱田、Ｌ杉浦、八矢５名
の出席。けがもなく無事に終えることができま
した。

紺屋川での植樹の模様紺屋川での植樹の模様

町家通りの桜まつり町家通りの桜まつり

7R−1Z
鳥取ライオンズクラブ

結成５５周年記念事業として
４団体へ支援金等贈呈

２０２３年３月１６日㈭
場所／例会場（鳥取ワシントンホテルプラザ）

　３月１６日（木）の例会で、クラブ結成５５周
年記念事業の贈呈式を行いました。ご来席く
ださった方々及び贈呈の内容は次のとおりで
した。
 ・ 鳥取こども学園園長 藤野謙一様
	 支援金５万円
 ・ 鳥取県視覚障害者福祉協会東部支部長
    藪田和利様	 支援金５万円
 ・ 鳥取いのちの電話理事長 下田光太郎様
	 協力金１０万円
 ・ ボーイスカウト鳥取連盟東部地区協議会
    会長 森脇昇様 及び ボーイスカウト鳥取連
    盟東部地区 副コミッショナー 小柴克郎様　
	 テント六棟（目録）
　ご来席の皆様には一言ずつご挨拶をいた
だきました。それぞれの団体の近況をご報告
くださるとともに、これからの活動に有効に役
立てたいと感謝のお気持ちを述べていただ
き、私たちクラブメンバーも社会貢献や社会
発展のために共に歩んでいけることを改め
て誇りに感じる場面でもありました。

7R−1Z
鳥取いなばライオンズクラブ

結成５５周年記念メイン事業
「電子図書贈呈」

２０２３年３月２７日㈪　１１：００〜１１：３０
場所／鳥取市立中央図書館　お話の部屋

　令和５年３月２７日（月）、鳥取市立中央図
書館にて、電子図書「鳥取いなばライオンズ
クラブ図書館」の贈呈式を行いました。当クラ
ブからは影山会長の挨拶の後、池谷５５周年
記念実行委員長が贈呈までの経緯報告を行
い、長本次郎館長からは、お礼の言葉と電子
図書の実際の利用方法についてのご説明を
いただきました。
　電子図書は、実際に図書館まで足を運ぶこ
とが必要ないため、子供や高齢者、子育て等
で忙しくている方にもいつでも気軽に本を読
んでいただくことが可能です。鳥取市立中央
図書館では、この電子図書貸出サービスが
昨年１２月１日から始まっており、次世代育成、
ＳＤＧｓ、平和、国際理解や友達を大切にする
心を養うための本など１８８冊をこのクラブか
ら寄贈することができ、社会貢献に役立てる
ことを大変うれしく思います。「鳥取いなばラ
イオンズ図書館」のバナーをクリックすると寄
贈した本を選んで借りることができます。
　私たち会員もそれぞれ図書カードを作成
し、今後どんどん活用・宣伝していくつもりで
す。



THE LION TIMES27

アクティビティ･レポート

結成５５周年記念事業として鳥取
城北高校高校へ大型炊飯器贈呈

２０２３年４月２０日㈭
場所／鳥取ワシントンホテルプラザ

　令和５年４月２０日（木）の例会で、クラブ結
成５５周年記念事業として鳥取城北高校へ大
型炊飯器２台の贈呈式を行いました。鳥取城
北高校相撲部には２００２年から、鳥取こども
学園のもちつき事業で協力参加いただいて
おり、もちつきに参加いただいた元相撲部員
の中には、現在、角界で活躍されている力士
も多くいらっしゃいます。このように交流を続
けている相撲部の皆さんがおなか一杯に食
べられるよう、２升炊きの大型炊飯器２台を、
結成５５周年記念に贈呈することに致しまし
た。
　石浦校長はじめ、井上監督、相撲部員３名
を例会にお招きして、贈呈式を行いました。相
撲部員の方より「たくさん食べてもっと強くな
るよう頑張ります」というお言葉があり、影山
会長も「さらに、高みを目指して頑張っていた
だきたい」と話されていました。

森林公園とっとり出合いの森
「いなばの森」

森林浴ウォーキング大会開催
２０２３年４月３０日㈰　ＡＭ９：００～
場所／とっとり出合いの森

　令和５年４月３０日（日）、前夜の土砂降りが
ウソのような心地よい天候に恵まれ、ことしで
１０回目の節目となるウォーキング大会を開
催致しました。前夜に降った雨で山道がぬか
るみ、参加者が滑り落ちない様にと前日に
は、杭をうちトラロープを張るなどの例年に
はない準備をして対応したこともあり、ケガ人
もなく、無事終了することができました。今回
は、コロナ後、初めて通常の定員で募集しまし
たが、募集人数３５０名に対して、１ヶ月前には
定員に達して、キャンセルを見込み４００名ま
で募集しましたが、その後も申し込みが続き、
皆さんに楽しみにしていただいているイベン
トだとしみじみと感じました。気温も歩くのに程
よく、お友達同士、ご家族、また一人での参加
も多く、それぞれの森林浴を楽しんでおられる
ようでした。ゴールされた方は、クラブ会員中
心に出している屋台の特別メニューをテイク
アウトしていただくようになっており、お店の
前には行列ができていました。屋台収入の一
部は、事業資金として活用することになってい
ます。昨年からご参加いただいている鳥取県
立白兎はまなす園の屋台のクレープやプリン
もすぐに売り切れて事業にご協力いただきま
した。終了後には、毎年お世話になるとっとり
出合いの森のウォーキングスタート地点に、
結成５５周年記念として桜を植樹して、この木
の成長と共にウォーキング大会も継続できる
ことを祈って解散しました。

かき餅作り
２０２３年２月５日㈰　１０時～１４時

２月８日㈬　１７時３０分～２０時
場所／長谷の里会館（鳥取市長谷）

　コロナの為、２０２０年度（Ｒ２年度）から３年
続き、１月の「鳥取大学留学生と餅つきの会」
が中止となり、昨年度に続き、かき餅を作って
社会福祉協議会に寄贈することになりまし
た。
　今年度は、昨年より数量と種類を増やし、
圧縮機を購入して真空にし、カビが生えにく
い対策もしました。また、昔ながらの縄でい
なって乾かしたものを４月２９日の「鳥取市花
のまつり」（チャリティバザー）で販売する予定
です。

街頭献血
２０２３年２月１９日㈰
場所／イオン鳥取北店

7R−1Z
鳥取千代ライオンズクラブ

7R−1Z
鳥取砂丘ライオンズクラブ
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　我がクラブでは年に２回、秋と春に献血推
進キャンペーンを行っており、今回春のキャン
ペーンを去る２月１９日（日）イオンモール鳥取
北で実施しました。コロナ感染症の発症から
２年程街頭での呼びかけは自粛しておりまし
たが、前回より許可を得ての街頭呼びかけ

（人数制限は有りましたが）が出来ました。
　その結果、受付５１名、献血頂いた方４３名
と多くの方に御理解頂きました。

鳥取砂丘ライオンズクラブ認証
３５周年記念事業

日本赤十字社鳥取県支部へポータブル
電源・ソーラーパネル各２セット贈呈
２０２３年３月２２日㈬
場所／日本赤十字社鳥取県支部

　我がクラブは１９８７年（昭和６２年）１２月に
結成し今年で３５周年を迎えることが出来まし
た。
　ここ近年、気候変動で様々な災害が数多く
発生し、身近では大雪被害で孤立する集落が
多数ありました。我がクラブも災害支援活動
募金など行ってきましたが、起こってはいけな
い災害が起きた時、すぐに被災地で役立てら
れるように、ポータブル電源と発電用ソーラー
パネルを、被災地の最前線で支援活動を行
われている日本赤十字社へ寄贈致しました。
支援活動の範囲を広げ、多くの方々のお役に
立てることを願っています。

手をつなぐ育成会との
野外レクリエーションについて

２０２３年４月２２日㈯
場所／白兎グラウンドゴルフ場

　鳥取市手をつなぐ育成会との野外レクリ
エーション（グラウンドゴルフ）を開催しまし
た。我がクラブの一番のメイン事業で当日は
好天に恵まれ楽しいプレーが出来ました。昼
食後にグラウンドゴルフの表彰で各賞の発表
ごとに歓声が上がり、豪華賞品を手にしてい
ただきました。引き続きビンゴゲームも和気あ
いあいのなか進みました。参加の方に感想を
聞きますと、今回の参加が初めてで、またグラ
ウンドゴルフも初めての方がおられ、来年も参
加したいとの言葉を頂きました。
　会員のふれあいの心が伝わったと嬉しく思
いました。来年の再会を約束し散会しました。

少年少女バドミントン教室
２０２３年３月１８日㈯
場所／三朝町総合スポーツセンター

　３月１８日（土）三朝町総合スポーツセン

7R−2Z
倉吉ライオンズクラブ

ターにて、「少年・少女バトミントン教室」を開
催しました。５５名の小中学生たちと山陰合同
銀行バドミントン部の田部監督と丸岡コーチ
をはじめとする７名の選手に参加して頂き、賑
わいました。
　レベル別に６コートにクラス分けをし、午前
は基礎的な練習、午後は選手と生徒が交わり
ラリー、デモンストレーションが行われました。
参加した子供達は程良い緊張感の中、真剣
なまなざしでシャトルを追いかけている姿がと
ても印象的でした。実業団トップリーグの選手
に指導して頂き貴重な経験ができたのでは
ないかと思います。
　コロナ過開け４年ぶりの開催ということで
多くの不安はあったものの合銀、スポ少の
コーチ、メンバー皆様のご協力により成功裏
に終えることができたのではと思います。
　近い将来この教室の経験者の中からトッ
プアスリートを輩出することが出来たら素晴
らしいですね。

薬物乱用防止出前教室
２０２３年２月７日㈫
場所／湯梨浜町立東郷小学校

　２月７日（火）湯梨浜町立東郷小学校にて
「薬物乱用防止出前教室」を行ないました。当
クラブからは北野会長はじめ８名の参加でし
た。６年生２クラスで合計４５名の子ども達に、
はじめにＤＶＤを視聴してもらい、薬物乱用と
はどういった事を言うのか、薬物にはどんな
ものがあるのか、使用するとどうなるのかと
いった事を学んでもらいました。それからはク
ラブの講師が過去の事例をスライドを使いな
がら説明していきました。有名人や芸能人、プ
ロのスポーツ選手や警察官、学校の先生によ
る使用事例を見て子どもたちはびっくりしな
がらも勉強していました。最後には子どもたち
数名から、この日の勉強の役に立ったところ

7R−2Z
倉吉打吹ライオンズクラブ
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を発表してもらい、代表の児童よりお礼の言
葉もいただきました。とても有意義な時間を共
有出来ました。後日のアンケートには家族と
話をしたといったものもあり本当に役に立て
るアクティビティだなぁと感じました。これから
も続けていきたいです。

倉吉打吹流しびな
２０２３年４月２日㈰
場所／玉川（土蔵群辺り）、賀茂神社（絵馬奉納）

　４月２日（日）第３７回倉吉打吹流しびなを
開催しました。
　子どもの健やかな成長と玉川の浄化を願
う伝統行事です。
　天候に恵まれて、昨年同様に規模を縮小し
ての開催となりましたが、観光客が見守る中、
菜の花に飾られた玉川で、きれいな着物姿
の子ども２名、保育園・幼稚園の代表園児２５
名が願いことを書いた絵馬を順番に流しまし
た。流した絵馬は下流にて全部回収し、事前
に保育園・幼稚園の年中組に書いてもらった
絵馬と一緒に賀茂神社に奉納、清抜します。
そして、翌年のとんど祭りにて焼納いたしま
す。来年こそは盛大に行いたいと思います。

献血４００ｃｃアクト
２０２２年８月２日㈫、２０２３年２月２４日㈮
場所／南部町役場（法勝寺・天萬各庁舎）、
　　　西伯病院

　西伯南ライオンズクラブでは年２回の４００
ｃｃ献血活動に協力しています。２０２２年８月２
日（火）には、４４名、２０２３年２月２４日（金）
には山下会長他３２名の献血を頂き、コロナ
禍で減少した献血の復活に貢献できました。
年間７６名の献血の協力が出来ました。

第１１回 西伯郡中学校
軟式野球大会を終えて

２０２３年３月２１日㈫
場所／大山球場（大山町佐摩）

　３月２１日（火）春分の日に大山町佐摩　
大山球場において標記大会を開催しました。
小雨の降るあいにくの天候となりましたが、ラ
イオンズクラブから山下会長、青木、事務局を
はじめ９名の多数の参加がありました。
　年々、生徒の減少とともに参加チーム数も
減り続け、今回は南部・法性寺・岸本中学校
合同チーム対大山・名和・中山中学校合同
チーム１試合決勝戦のみとなり、時代の流れ
とはいえ何かさみしさも感じました。山下会長
の開会のあいさつ、始球式後プレーボールが
宣告され試合開始。折しもＷＢＣジャパンとメ
キシコの準決勝も同時進行されていて落ち着
かない野球観戦となりましたが、球場では回
を追うごとに投手戦からの乱打戦に切り替わ
り見ごたえのある好ゲームが展開された。結
果、南部・法性寺・岸本中学合同チームが競り
勝ち、西部地区大会の出場権を得た。両チー
ム、選手の今後の活躍に期待するところです。
　寒い中早朝より、大会運営役員の方、審判
団の方、そして、駆け付けて頂いたライオンズ
クラブ仲間の方々大変ご苦労様でした。感謝
申し上げます。

第２１回チャリティーゴルフ大会
２０２３年３月２６日㈰

8R−1Z
西伯南ライオンズクラブ

8R−2Z
境港ライオンズクラブ

場所／大山アークカントリークラブ

　３月２６日（日）大山アークカントリークラブ
において、境港ライオンズクラブ恒例の第２１
回チャリティーゴルフ大会を開催しました。総
勢２２９名の方にご参加いただき本年も盛大
に大会を行うことができました。又、参加者の
皆様から２４６,３９２円のチャリティー募金を頂
きましたこと心よりお礼申し上げます。皆様か
らの貴重な募金は青少年育成事業に使用さ
せて頂きます。大会ご参加、募金のご協力誠
にありがとうございました。

城山の池周辺清掃活動
２０２３年３月１８日㈯
場所／城山の池周辺

　２０２３年３月１８日（土）朝７時から、恒例の
城山の池周辺の清掃を行いました。当日の天
気予報では雨の予報でしたが、皆さんの日ご
ろの行いが良いせいか、作業中は雨も降らず
に終えることができました。今回は１５名の参
加でした。

8R−2Z
米子城山ライオンズクラブ
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新会員紹介
❶ クラブ名　❷ 氏名　❸ 入会年月　❹ スポンサー名

New Member Introduction

❶	倉吉打吹
❷	佐々木 晋一
❸	2023年３月
❹	増井 和徳

❶	西伯南
❷	福田 範史
❸	2023年４月
❹	野口 俊美

❶	西伯南
❷	佐藤 みどり
❸	2023年１月
❹	橋本 忠典

❶	米子城山
❷	塚田 佳充
❸	2023年１月
❹	安達 竜明

❶	新見
❷	田中 康信
❸	2023年２月
❹	小林 義和

❶	総社
❷	筒井 輝幸
❸	2023年４月
❹	栢原 　繫

❶	高梁
❷	三井 貴徳
❸	2023年２月
❹	森田 仲一

❶	鳥取いなば
❷	山根 康寛
❸	2023年１月
❹	谷口 博昭

❶	岡山ひかり
❷	西岡 宏朗
❸	2023年３月
❹	大本 貴正

❶	岡山ひかり
❷	南　 裕之
❸	2023年３月
❹	森重 泰治郎

❶	岡山ひかり
❷	橋本 向矢
❸	2023年４月
❹	田井 直輝

❶	おかやまMOMO
❷	近藤 さだゑ
❸	２０２２年６月
❹	橋本 摩利子

❶	鳥取砂丘
❷	岡田 友也
❸	2022年２月
❹	政田 　孝

❶	鳥取砂丘
❷	奥村 　登
❸	2022年４月
❹	岡本 善一

❶	倉吉
❷	兼田 将之
❸	2023年１月
❹	中井 修二郎

❶	倉吉
❷	山上 真治
❸	2023年１月
❹	中井 修二郎

❶	倉敷
❷	藤森 　健
❸	2022年１０月
❹	岡荘 一郎

❶	倉敷
❷	梶田 秀児
❸	2023年１月
❹	藤原 京子

❶	倉敷中央
❷	木村 吉宏
❸	2023年２月
❹	浅野 裕三

❶	岡山みらい
❷	宮本　美加
❸	2022年１１月
❹	藤井　信英

❶	岡山西
❷	梅木 義晃
❸	2023年２月
❹	黒田 尊志

❶	岡山ハーモニー
❷	光畑 朝子
❸	2023年３月
❹	尾﨑 玲子

❶	岡山ハーモニー
❷	川上 智美
❸	2023年５月
❹	尾﨑 玲子

❶	岡山ひかり
❷	新井 優奈
❸	2023年３月
❹	森重 泰治郎

❶	鳥取いなば
❷	谷川　 誠
❸	2023年４月
❹	懸樋 真哉

❶	鳥取砂丘
❷	森田 訓浩
❸	2022年２月
❹	田中 寛之

❶	鳥取砂丘
❷	森本 泰司
❸	2022年２月
❹	安養寺 務

❶	鳥取砂丘
❷	徳永 和行
❸	2022年２月
❹	倉持 範幸

❶	津山
❷	山本 武司
❸	2023年２月
❹	上野 信也

❶	真庭
❷	石原 佳樹
❸	2023年１月
❹	行藤 公典

❶	津山
❷	坂手 哲也
❸	2022年７月
❹	上野 信也

❶	玉野
❷	甲斐 宣亨
❸	2023年４月
❹	吉田 信哉

❶	湯原
❷	難波 浩司
❸	2023年1月
❹	森　 正人

❶	津山
❷	阿部 眞三子
❸	2022年７月
❹	石井 義彦

❶	玉野
❷	福島 健志
❸	2023年５月
❹	藤原 恭介

❶	倉敷
❷	出宮 直世志
❸	2022年５月
❹	永田 妙子

❶	岡山
❷	竹竝 康信
❸	2022年１２月
❹	佐々木 孝之

❶	西大寺
❷	近藤 友一
❸	2023年１月
❹	茂成 　潤

❶	岡山城東
❷	石田 千知
❸	2023年３月
❹	柿内 慶教

❶	岡山東
❷	杜　 佳銘
❸	2022年９月
❹	髙橋 有哉

❶	鳥取いなば
❷	福井 拓郎
❸	2023年１月
❹	宮脇 洋行

❶	鳥取いなば
❷	劉　 天埼
❸	2023年１月
❹	下田 哲也

❶	鳥取いなば
❷	冨田 知史
❸	2023年２月
❹	清水 康一

❶	鳥取いなば
❷	澤　 伸雄
❸	2023年４月
❹	山本 章貴

❶	おかやまMOMO
❷	坪井 のり子
❸	2022年６月
❹	橋本 摩利子

❶	おかやまMOMO
❷	江川 宗広
❸	2023年１月
❹	橋本 摩利子

❶	おかやまMOMO
❷	松田 篤郎
❸	2023年１月
❹	橋本 摩利子

❶	おかやまMOMO
❷	山崎 裕太
❸	2023年４月
❹	三宅 史朗

❶	岡山
❷	山口 範博
❸	2022年７月
❹	原田 和典

❶	岡山
❷	小川 剛史
❸	2022年９月
❹	原田 和典

❶	岡山
❷	礒口 友美子
❸	2022年９月
❹	原田 和典

❶	岡山
❷	湯浅 一基
❸	2022年１０月
❹	川上 賢二

❶	岡山
❷	濱尾 壽一
❸	2022年７月
❹	佐々木 孝之

❶	岡山
❷	安武 弘志
❸	2022年７月
❹	佐々木 孝之

❶	岡山
❷	山縣 正和
❸	2022年７月
❹	佐々木 孝之

❶	岡山
❷	谷口 拓也
❸	2022年７月
❹	原田 和典

❶	岡山中央
❷	荒木 隆宏
❸	2023年２月
❹	岡澤 和耶
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